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森　 　ペ ンコル ・チ ューデ仏塔第5層 の 『金剛頂経』所説のマ ンダラ

ペ ン コル ・チ ュー デ仏塔 第5層 の

　 『金 剛頂 経 』 所説 の マ ン ダ ラ

森 雅 秀*

1.は 『じ め に

ギャンツェのペ ン コル ・チ ュー デ仏 塔 の第5層 の壁 面 に は,金 剛 界 マ ン ダ ラを 中 心

と した ヨ ー ガ ・タントラ のマンダラ が 描 か れ て い る。ペンコル ・チ ュー デ仏 塔 は,第

1層 か ら最 上 階 の第7層 に至 る まで,タントラ の 階梯 に した が って 諸 尊 が 配 置 され て

い る。 第5層 は第3層 と ともに ヨー ガ ・タ ン トラに配 分 され て い るが,こ の ク ラ スの

経 典 の 中 で も っ と も重 要 な 『金剛 頂 経 』 所 説 のマンダラ が壁 画 の 大半 を 占め る。 第5

層 は 東 西南 北 の 四方 にひ とつ ず つ部 屋 が置 か れ,い ず れ の部 屋 もほ ぼ 同 じ構 造 を とる。

外 側 の 壁面 の ほ ぼ 中央 に入 口が あ り,そ の反 対 側,す なわ ち中 心 に もっ とも近 い壁 面

に,脇 侍 を と もな った 仏 や 女 尊 の像 が 各部 屋 の本 尊 と して置 か れ て い る。 そ して,周

囲 の壁 面 は す べ てマンダラ に よ って埋 め られ て い る。 そ の数 は61を 数 え,こ の うち40

が 『金 剛 頂 経 』 に説 かれ て い るマ ン ダ ラな の で あ る。

第5層 の 『金 剛頂 経 』 所 説 の マ ン ダ ラ群 は,ア ー ナ ン ダガ ルバAnandagarbhaに よ

る 『金 剛 頂 経 』 へ の 注 釈 書 『タ ッ トヴ ァ ・ア ー ロ ー カ ・カ リー』Tattvalokakarj

(TTP,No.3333,以 下TAK)に きわ め て 忠 実 に描 か れ て い る。8世 紀 頃 に 活躍 した と

され る ア ー ナ ンダ ガル バ は,インド に お け る ヨー ガ ・タ ン トラの最 重 要 の 学 匠 と して

知 られ,TAKの 他 に も金 剛 界 マ ンダ ラ儀 軌 『サ ル ヴ ァヴ ァジ ュ ロー ダヤ 』Sarvava一

ノrodayaや 『悪 趣 清 浄タントラ 』 に 関 す る文 献 な どを数 多 く著 して い る1)。彼 の 主 著

TAKは シ ャーキ ャ ミ トラSakyamitraの 『コーサ ラ ・アランカーラ 』Kosal∂lamk∂ra

(TTP,No.3326),ブ ッダ グ ヒヤBuddhaguhyaの 『タントラ ・ア ル タ ・ア ヴ ァタ ー ラ』

Tantrarthavatara(TTP,No.3324)と と もに,『 金 剛 頂 経 』 に 対 す る三 大 注 釈 書 と し

て重 視 され て い る。 と くにTAKは,こ れ ら3点 の 中 で もっ とも大部 の 注釈 書 で,チ

*高 野 山大 学

1)TTP,　 Nos.3339,3457-3460　 etc..『サ ル ヴ ァ ヴ ァジ ュ ロー ダ ヤ』 は サ ンス ク リ ッ ト原 典 が 一

　部 発 表 され て い る[密 教 聖 典 研 究会 　 1986,1987】 。
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ベ ヅ ト仏 教 に お い て も絶 大 な権 威 を持 っ てい た2㌔ 『金 剛 頂 経 』 の シス テ ム につ い て は

後 述 す るが,こ の経 典 全 体 で は28のマンダラ が説 か れ,ア ー ナ ンダ ガル バ はTAKの

中 で これ を44種 に拡 大 して 注 釈 を 行 って い る。ペンコル ・チ ューデ 仏塔 の第5層 に 描

かれ て い る金 剛界マンダラ は,TAKの この44種 の マ ン ダ ラな の で あ る。

　 一 般 に 金 剛 界マンダラ と言 った 場 合,『 金 剛 頂 経 』 の28種 や ア ー ナ ンダ ガ ルバ の44

種 の マ ンダ ラの は じめ に位 置 す る金 剛 界大 マ ンダ ラを 指 す6チ ベ ッ ト密 教 の寺 院 や マ

ソ ダ ラ ・コ レク シ ョソの 中 に,降 三世 大 マ ンダ ラ な どの 他 の マ ンダ ラを まれ に見 る こ

とは あ るが,そ の種 類 は きわ め て 限 られ て い る。 ペ ン コル ・チ ュー デ仏 塔 の金 剛 界 マ

ン ダ ラ群 は;『 金 剛 頂 経 』 や ア ー ナ ン ダガ ルバ の説 くマンダラ の ほ ぼ完 全 な セ ッ トし

て,現 在 知 られ て い る唯 一 の作 例 であ る。 しか も,写 真 図 版 に示 した よ うに,そ の作

風 は精 妙 優 美 で,技 巧 的 に もす ぐれ て い る。インド ・チ ベ ッ トの密 教 史 ぼ か りで は な

く,美 術史 的に も きわ め て高 い価 値 を そ な え て い る の で あ る。

　 ギ ャ ン ツ ェ の ペ ン コ ル ・チ ュ ー デ に は,イ タ リ ア の 東 洋 学 者G.ト ゥ ッ チ

(Guiseppe　 Tucci)を 噛矢 と して,さ ま ざ ま な調 査 隊 が訪 れ て い る。 近 年 で は,ロ ー

マ の 中遠 東 研 究 所IsMEOが 大 規 模 な調 査 隊 を派 遣 し,す で に そ の報 告 書 も発 表 され

て い る 【RlccA　and　Lo　BuE　 l993】。 第5層 に 関 して も プ ラ ンの提 示 とマンダラ の 比 定

を 行 って い るが,第5層 に 限 り,壁 画 の図 版 が一 点 も掲 載 され て い な い。わ が 国 で は,

東 北 大 学 隊 が1986年 に この 地 を訪 れ,隊 の メ ソバ ーで あ っ た奥 山 直 司 氏 が仏 塔 全 体 の

構 造 に つ い て 報 告 して い る 【1987,1988,1989】 。 た だ し,金 剛 界 のマンダラ 群 に つ い

ては あ ま りふれ られ て い な い。 これ らのマンダラ の研 究 と しては 田中 公 明 氏 に よる も

の が 重 要 で あ る。 各 マ ン ダ ラの比 定 と全 体 の プ ラ ンの提 示 を行 い,主 要 な マ ンダ ラ の

特 徴 と 『金 剛 頂 経 』 と の対 応 を概 略 的 に示 して い る。 田 中氏 の近 著 【1996】には この

論 文 の 改 訂 版 が 含 まれ,あ ら た に カ ラ ー図 版10点,モ ノ ク ロ図版1点 が くわ え られ

た3)。 しか し,こ れ らの マ ン ダ ラの 典 拠 がTAKで あ る こ とは 明示 され てお らず,文

2)後 述す るよ うに,インド 後期 密教を代表す る学僧 アバ ヤーカラグプタ　Abhayakaragupta

は,金 剛界 マ ンダラに関 す るアーナンダガルバ の説 に対 して批 判的であ る。イ ン ドにお いて

はTAKの 権威は必ず しも確 立 していなか った ことが知 られ る。

3)カ ラー図版 は以 下 の10点 で ある。金剛界大マンダラ,降 三世大マ ンダラ,金 剛界三昧耶 マ

ソダラ,金 剛界掲摩 マ ンダラ,遍 調伏大 マ ンダラ,三 世 輪法マ ンダラ,一 切義成就一 印マ ン

ダ ラ,一 切義成就 四印マ ンダラ,毘 盧遮那 四印マ ンダ ラ,宝 見四印マ ンダラ。 また モノ クロ

写真 は北室北壁 西面 で,一 切義 成就三 昧耶 マ ンダラと掲摩マンダラ が含 まれてい る。 田中

【1988】に提示 されたマ ンダラ配 置図では,東 室南面 の降三世品の毘盧 遮那四印マンダラ と金

剛 フー ンカ ーラ四印マ ンダラ,西 面 の三世輪大 マ ンダ ラと三世輪三昧耶 マンダラのそれ ぞれ

が逆 に示 されている。 これは 田中 【1996】においてもその まま再録 され ている。なお田中氏に

はペンコル ・チ ューデの本 堂 にあ る,塑 像 に よる金 剛 界マンダラ につ い ての報 告 もあ る

【1987】(【1996】に も再録)。
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献 との照合も 『金剛頂経』本文やポ ドソBo　dong　Phyogs　las　rnam　rgyalに よる儀軌4)

に限 られている。また,個 々のマンダラについても十分な説明は加えられず,マ ソダ

ラ内部の諸尊の配置も明らかにされていない。

　 このように,マ ンダラそのものの存在については,す でに トゥッチ以来知られてい

たにもかかわらず,そ の全体の図版の公表や,典 拠 となる文献 との照合作業はこれま

でほとんどなされていなかった。写真図版については,す でに前掲の図版頁において

40点 以上のカラー図版を示 し,金 剛界マンダラ群のほとんどすべてがはじめて明らか

になった。この小論では,典 拠となる文献を参照 しながら,各 マンダラの具体的な記

述と説明を行い,世 界にも例のないこの貴重なマンダラ の全容を可能な限 り詳細に示

したい。なお,『金剛頂経』に説かれるマンダラ については,近 年,乾 仁志氏が論考

を発表 している 【1995,1996b】。 これらの中で乾氏は,『金剛頂経』の28種のマンダラ

のひとつひとつについて,そ の名称,形 態,含 まれる尊格と尊容に関する考察を行っ

ている。さらに必要に応じてTAKを はじめとする注釈書にも言及する。本稿におい

てもこれらの論考がきわめて有益であったことをとくに明記 しておきたい5も

2.『 金 剛頂 経 』 とマ ンダ ラ

　 『金 剛 頂 経 』 は 正 式 に は 『一 切 如 来 真 実 摂 とい う大 乗 経 』Sarvatathbgatatattva-

samgraha　 nama　 mahayanastZtraと い う名 称 を 持 ち,一 般 に は 『真 実 摂 経 』Tattva-

samgraha(以 下TS)と 呼 ぽれ て い る。 これ はr金 剛 頂 経 』 とい う名 称 が18の 文献 か

らな る経 典 群(十 八 会)の 総 称 と して 用 い られ,こ れ と区別 す るた め で あ る。TSは

十 八会 の は じめ の経 典 に 相 当 す るた め,『 初 会 の金 剛 頂 経 』 と も呼 ぼれ る。7世 紀 の

後 半 に おそ ら く南 イ ン ドで成 立 した と考 え られ てい る。

　 TSの 全 体 は 金 剛 界 品,降 三 世 品,遍 調 伏 品,一 切 義 成 就 品 とい う4部(四 大 品)

に よ って 構 成 され て い る。 一 切 義 成 就 品 の あ とに 釈 タ ン トラ(uttaratantra)が お か

れ て い るが,こ れ は あ くま で も付 随 的 な部 分 で あ る。 金 剛 界 品 以下 の四 大 品 は仏 部,

金 剛部,i蓮 華 部,摩 尼 部 とい う4つ の部 族(kula)に 対 応 して い る。 部 族 とは,仏 教

の 神 々の 世 界 を 分 類,統 合 す るた め の 概 念 で あ る6も 大 乗 仏 教 か ら密 教 の時 代 にか け

て 仏 教 パ ンテ オ ソが 形 成 され,尊 格 の 種 類 が 多様 化 す る と,尊 格 の起 源 や 特徴 に した

4)Tibet　 House【1972】

5)こ の ほ か乾 【1996alは 乾 【1995,1996b1の 要 約 に な って い る。 あ わせ て 参 照 された い 。

6)部 族 に つ い ては 頼 富 【1981】,田 中 【1988:57-59]参 照 。
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がっていくつかのグループに分類されるようになる。初期の部族構成は,仏 部,蓮 華

部,金 剛部の三つの部族,す なわち三部からなる。このうち,仏 部には釈迦を中心 と

する如来たち,蓮 華部には観音(あ るいは蓮華手),金 剛部には金剛手を中心 とする

尊格が含まれる。TSは この三部に摩尼部を加えた四部からなる経典である。経典全

体の中心となる仏,す なわち教主は毘盧遮那如来であるが,降 三世品では金剛手,遍

調伏品では観音が重要な役割を果たす。 この2尊 はそれぞれに対応する部族を代表す

る尊格である。新たに登場 した摩尼部では,虚 空蔵菩薩が中心的な位置をしめる。各

部を示す名称は,そ のまま部族を蓼徴するシンボル となる。すなわち,金 剛部は金剛

杵,蓮 華部は蓮華,摩 尼部は宝(maniあ るいはratna)で ある。如来部のシンボル に

は,金 剛部 と同じ金剛杵が用いられる。これらのシンボル はマンダラを描 くときにも

重要なモチーフとなる。

　後世,TSの 伝統を受け継いだインド 密教では,仏 部,金 剛部,宝 部,蓮 華部,凋

摩部 という五部族のシステムが主流となる。五部の思想はTSの 発展段階にある経典

『金剛頂 タントラ』に至 ってはじめて現れる。TSの 摩尼部が,宝 部と掲摩部の二つ

に発展するのである。それとともに毘盧遮那,阿 閾,宝 生,阿 弥陀,不 空成就のいわ

ゆる五仏が,各 部族の部族主の位置をしめる。これ らの五仏はTSに も登場するが,

TS全 体を通 じて現れるのは教主の毘盧遮那のみで,他 の四仏の登場は如来部に相当

する金剛界品に限 られる。その他の三品では四仏にかわって各部族に応 じた菩薩たち

が,こ れらの位置をしめる。その中で,阿 閾の位置を占めているのが,金 剛手,観 音,

虚空蔵の三菩薩である。 これに したがってマンダラ を構成する他の菩薩たちにも部族

に応 じた名称が与えられることになる。

　 TSを 構成する四大品は,い ずれも大マンダラ,三 昧耶マンダラ,法マンダラ,凋

摩マンダラ,四 印マンダラ,一 印マンダラ とい う六つの部分に分かれている。各部が

それぞれ六つの章に分かれているのである。各章には,そ の名の通 り,大 マンダラを

はじめ とするマンダラ がひとつずつ説かれる。各章の前半ではマンダラ の神々が出現

するプロセスが示され,後 半では実際にこのマンダラ を描き,灌 頂儀礼を行 う儀軌的

な内容が中心を しめる。各尊の印の結び方やマント ラなどが説かれるのも後半部分で

ある。

　 6種 のマンダラ のは じめにあげられる大マンダラは,仏 や菩薩たちの姿がそのまま

表現されたマンダラ で,他 の5種 のマンダラ の基本となる。仏の世界の全体像を示 し

たマンダラと言 うことができる。2番 目の三昧耶マンダラ は,中尊の毘盧遮那を除き・

金剛杵や蓮華などのシンボル ですべての尊格が表現されている。三昧耶マンダラ の「三
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昧耶」(samaya)と は,衆 生救済という仏たちの誓約を示す語であるが,仏 たちを象

徴するシンボル そのものも意味 している。シンボル によって表現 され,仏 のすがたは

隠されているため,「秘密マンダラ 」(guhyamandala)と い う名称で も呼ぼれる。ま

た,呪 術的な機能を持つ言葉 「陀羅尼」(dharanl)と も関係を持ち,「陀羅尼マソダ

ラ」(dharanimapdala)と 呼ばれることもある。仏や菩薩たちの救済者的な側面が強

調されたマンダラなのである。 これに対 し,法マンダラ は仏の智恵に焦点を当てたマ

ソダラである。仏たちの深遠な悟 りの内容,す なわち 「法」(dharma)を 「微細な金

剛」(sUksmavajra)に よって象徴 している。そのため,マ ンダラの諸尊は,す べて禅

定に入った姿をとり,胸 には各自のシンボル が小さく描かれている。さらに各尊は金

剛の中に住 しているとされ る7も第4の羯摩マンダラ は仏の活動的な機能を表 したマ

ンダラである。仏たちの活動は 「供養」(puja)と して理解され,マ ンダラの各尊は,

たがいに供物を捧げる姿で表現されている。

　 このように三昧耶マンダラから錫摩マンダラ までの3つ のマンダラは,仏 たちの持

つさまざまな側面に焦点を当てて,そ の機能を象徴的に表現 したマンダラである。そ

して,こ れ ら3つ のマンダラの根源には,仏 の世界の全体像である大マンダラが存在

している。

　一方,6種 のマンダラ の残 り二つの四印マンダラ と一印マンダラ は,大マンダラ の

内容を簡略な形で示 したものである。四印マンダラは中心 となる尊格とその四方の4

尊のメソバーからなる5尊 のマンダラ で,一 印マンダラ はさらに簡略化をはかった1

尊のみのマンダラ である。6種 のマンダラ は,全 体像を示す大マンダラ と,こ の基本

形の機能分化をはかった3つ のマンダラと,簡 略化を進めた2つ のマンダラ にまとめ

ることができる。

　 マンダラを構成する尊格は各部族によってことなるが,代 表的な金剛界品を例にと

って配列を示しておこう(挿 図1)。

　基本的にTSのマンダラ は37尊 によって構成される。毘盧遮那如来を中心に,そ の

前後左右に位置する四波羅蜜,四 方の四仏,四 仏のまわ りに4尊 ずつ配される十六菩

薩,8尊 の供養菩薩,門 衛である四摂である。この うち,十 六大菩薩は4尊 ずつのグ

ループに分けられる。また八供養菩薩は内の四供養菩薩と外の四供養菩薩の二つのグ

ループからなる。いずれの尊格も右回 りに配置されるが,十 六大菩薩のみは,中 心 と

なる仏の前,右,左,後 ろの順に位置するため,右 回 りではなく,ジ グザグに進むご

7)田 中 【1988b:10;1996:136Rこ,ほ とん どの尊 の心 臓 に 赤 い 微 細金 剛 が 描 か れ て い る とあ る

の は誤 りで あ ろ う。
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挿図1　 金剛界大マンダラ諸尊配置図

表1

1　毘盧遮那

四波羅蜜

2　 薩錘金剛女

3　宝金剛女

4　 法金剛女

5　業金剛女

四仏

6　阿閾

7　宝生

8　阿弥陀

9　 不空成就

十六大菩薩

10金 剛薩錘

11金 剛王

12金 剛愛

13金 剛喜

14　 金剛宝

15金 剛光

16金 剛瞳

17金 剛笑

18金 剛法

19金 剛利

20　 金剛 因

21金 剛語

22　 金剛業

23金 剛護

24　 金剛牙

25金 剛拳

内四供

26金 剛嬉

27金 剛量

28　 金剛歌

29　 金剛舞

外四供

30　 金剛香

31金 剛華

32　 金剛燈

33金 剛塗

四摂

34金 剛鉤

35金 剛索

36金 剛鎖

37　 金剛鈴
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とに注意しなければならない。 これらの他に賢劫尊と呼ぽれる菩薩の集団が,四 摂と

外の四供養菩薩をのぞいた29尊 のまわ りにおかれる。賢劫尊に関 してはTSに は 「弥

勒など」(maitreyadi)と 言及されるのみで,具 体的な尊名があげられていない。そ

のため,弥 勒,不 空見,除 蓋障などの16尊(賢 劫十六尊)を おく場合 と,『賢劫経』

などに説かれる賢劫千仏を四方に均等に配するふたつの説が存在する8㌔ペンコル ・

チューデ仏塔の典拠 となるTAKで は,千 仏の方の説を採用 している。

　 6種 のマンダラ の うち,大 マンダラから羯摩マンダラ までの4曼 茶羅は,い ずれ も

これ らの37尊 と賢劫尊とで構成される,同 じ規模,同 じ形態のマンダラ である。ただ

し,個 々の尊格の表現方法は,す でに述べたようにマンダラごとにことなる。とくに,

十六大菩薩は三昧耶マンダラと羯摩マンダラ では,前 者では陀羅尼の尊格,後 者では

供養の尊格とい う性格により,TSに おいて女性の名称で呼ぼれている。 また,毘 盧

遮那の周囲の四波羅蜜は三昧耶マンダラ以外のマンダラでもつねにシンボルで表現さ

れ,尊 形(仏 のすがた)で 表 されることはない。これ もTS本 文に規定されている。

四印マンダラ は毘盧遮那を中心にして,そ の周囲に四波羅蜜を象徴するシンボル が説

かれる窺 また,金 剛界品では阿閾以下の四仏もそれぞれ四印マンダラ を持つとい う

記述もみられる。アーナンダガルバ はこの規定を他の三品にも適用して,そ れぞれの

品で5種 の四印マンダラ に言及 している(挿 図2)。 阿閥以下の四印マンダラは,中

挿 図2　 金剛界四印マ ンダ ラ諸尊配置図(左:毘 盧遮那四 印,右:四 仏 四印)

8)賢 劫十六尊 につ いては森 【1993】参照。賢劫千仏について この拙稿の中で,「 四方 に250尊 ず

つ配す る」 と述べ たが,インド,チ ベ ットの伝統 では賢劫千 仏のは じめの4尊 はすでに悟 り

を開いているため,マ ンダ ラには表現 しない。そのため各方向は1尊 ずつ欠け る249尊 ずつが

描かれ るることになる　【田中　1996:1231。ペンコル ・チューデ仏塔 で もは じめ の4尊 は現れ

ない。

9)四 波羅 蜜を毘盧 遮那の周囲に置 くのは金剛界品 のみで,降 三世 品以下では阿閤 などの四仏

の位置に置かれ る4尊 のシンボル が,毘 盧遮那 の周囲に置かれる。
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表2

毘盧遮那四印 阿閾四印 宝生四印 阿弥陀四印 不空成就四印

1

2

3

4

5

毘盧遮那

薩運金剛女

宝金剛女

法金剛女

業金剛女

阿閤

金剛薩」垂

金剛王

金剛愛

金剛喜

宝生

金剛宝

金剛光

金剛憧

金剛笑

阿弥陀

金剛法

金剛利

金剛因

金剛語

不空成就

金剛業

金剛護

金剛牙

金剛拳

※ 毘盧遮那四印は挿 図2の 左,他 は挿 図2の 右の配置を とる。

央の仏は尊形で表現 し,そ の周囲には十六大菩薩の対応する四尊ずつが,シ ンボルの

形で描かれる。大マンダラ の四方の輪が独立 した姿である。一印マンダラ は金剛界品

の場合,金 剛薩」垂一一egが中央に大きく描かれる。他の三品では金剛薩錘ではなく阿閥

と同じ位置をしめる尊格が一印マンダラ に選ぽれる(挿 図3)。

　このようにTSの 四大品において6種 のマンダラ が説かれているため,　TS全 体で

は24種 のマンダラが説かれることになる。 またアーナンダガルバ の流儀では,四 印マ

ソダラをさらに4種 ずつ説 くため,マ ンダラの数は合計 して40に なる。これらのマン

ダラは同一の品に含まれるものは共通の構成員を持つとともに,三 昧耶マンダラ,四

印マンダラ等の同じ種類のマンダラ は四大品を通 じて類似の表現方法をとる。

　TSに はこのほかにさらに4種 類のマンダラが説かれる。これ らはいずれ も降三世

品に含まれ,や は り,大マンダラ,三 昧耶マンダラ,法マンダラ,羯摩マンダラ と呼

ぽれる。TSの 第2部 に位置する降三世品は,他 の三つの大品に比べると特異な性格

を持つ。降三世品も他の大品と同様,マ ンダラを構成する尊格の出生 と,マンダラ を

用いた儀式に関する儀軌的な内容を持つが,降 三世品の基調をなしているテーマは,

仏教の神々によるヒンドゥー神に対する勝利である。降三世品には,仏 の教えにした

挿図3　 金剛界一 印マンダラ

が わ な い 大 自在 天Mahegvaraと そ の 妻 ウ マ ー

Uma,そ してヒンドゥ ー の 神 々が 金 剛 手 に よ っ

て仏 教 に改 宗 させ られ るエ ピ ソー ドが 挿 入 され て

い る。 念 怒 の姿 を とった 金 剛手 菩 薩 の威 力 を まの

あ た りに したヒンドゥ ー神 た ち は,つ ぎつ ぎ と仏

教 に帰 依 し,各 自に 仏 教 徒 と して の名 称,す なわ

ち灌 頂 名 が 与 え られ る。 最後 ま で強 硬 に 抵 抗 を続

けた 大 自在 天 は,つ い に 金剛 手 に よ って昇 天 され,

「金 剛 最 上 明 」Vajravidyottamaと い う名 で生 ま
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れ 変 わ る こ とに な る10)。降 三 世 品(Trilokavijayakalpa)と い う名 称 自体 も,ヒ ソ ド

ゥー神,す な わ ち三 世 の神 々を 降伏 させ た 金 剛 手 の 偉 業 に 由来 す る。 そ して,念 怒 形

を と った こ の と きの金 剛 手 は,後 世,「 降 三 世[明 王]」Trailokyavij　 ayaと い う名 で

呼 ぼ れ る こ とに な る。 また,こ の ときに 怒 りか ら発 した 「フー ン」 とい う音 か ら,「 金

剛 フ ー ンカ ー ラ」Vajrahtimkara(金 剛1牛迦 羅)と い う名 称 も金剛 手 は 有 す る。

　 一 方 の大 自在 天 以 下 のヒンドゥ ー神 た ち は 「外 金 剛 部 」 と呼 ぼれ る グル ー プを形 成

す る。 外金 剛 部 の神 々は,そ れ ぞれ が 活 動 す る領 域 か ら飛 行 天,虚 空 天,地 居 天,地

下 天(あ るい は水 居 天)の 四 つ の グル ー プ と,総 括 的 な地 位 に あ る三 界 主 の5つ に分

類 され,そ れ ぞれ に 四 神 ず つ の神 の名 が あ げ られ て い る。 さ らに 各ヒンドゥ ー神 は配

偶 神(母 天)を 持 つ た め,外 金 剛部 は男 神20,女 神20の40神 か ら構成 され,こ れ らの

最 高神 と して 大 自在 天 と ウマ ーが い る11も また,男 神 との 組 み 合 わ せ を持 た な い4人

の 女神,ビ ーマ ーBhima,シ ュ リーSrl,サ ラス ヴ ァテ ィーSarasvati,ド ゥル ガ ー

Durgaが 外金 剛 部 に加 わ る こ と もあ る。

　 四大 品 に 説 か れ るマンダラ は4つ の部 族 と6種 の マ ン ダ ラ とい う整 然 と した体 系 で

構 成 され て い るが,降 三 世 品 の み は,こ の体 系 か ら若 干,逸 脱 して い る。大マンダラ

は 基本 とな る37尊 と賢 劫 尊 に 加 え,外 金 剛部 の神 々が 大マンダラ の周 囲 に お か れ る。

また,6種 の マ ンダ ラ とは 別 に,す で に述 べ た4種 のマンダラ が 説 か れ る。 こ れ ら4

種 のマンダラ は 改 宗 した ヒ ン ド ゥー神 に よ って 主 と して構 成 され,「 三 世 輪 の マ ソダ

ラ」 と総 称 され る。 降三 世 品 ぞ)はじめ の6種 のマンダラ を 「出世 間 のマンダラ 」 に位

置 づ け,こ れ に 対 し,「 世 間 の マ ン ダ ラ」 と も理 解 され て い る。 降三 世 品 の三 世 輪 マ

ソダ ラを 説 く部 分 に 「教 勅 分 」 とい う呼 称 が 与 え られ て い る こ とか ら,「 教 勅 マ ン ダ

ラ」 と も呼 ぼ れ る。 これ に よ って,TSの マ ン ダ ラの総 数 は四 大 品 の6種 ず つ の マ ソ

ダ ラ24種 に この三 世 輪 マ ン ダ ラの4種 を 加 え た28種 に な り,ア ー ナ ンダ ガル バ の場 合,

44と い う数 に な る の であ る。

　ギャンツェ の ペ ン コル ・チ ュ ーデ仏 塔 の 第5層 の壁 画 に はアーナンダガルバ の44種

の マ ン ダ ラの うち の40種 が の こ され て い る。19世 紀 に サ キ ャ派 の ゴル寺 で編 纂 され た

10)TSの この 部 分 に つ い て は翻 訳 が 発 表 され て い る[白 石 ・酒 井 　 1958】。この 挿 話 が ヒ ン ドゥー

　教 の聖 典 『マ ー ル カ ンデ ーヤ ・プ ラー ナ』Marka4deya一 ρura4aの 中 の 「デ ー ヴ ァ ー ・マ ー ハ ー

　 トミヤ」Devimahatmyaを 下 敷 きに して い る こ とは,す で に 栂 尾祥 雲 氏 に よっ て 明 ら か に さ

　 れ て い る[1927:335-337】 。 降 三 世 明 王 のマント ラ と して有 名 な 「オ ー ム,ス ソバ,ニ ス ソバ 」

　 (om　 sumbha　 nisumbha)で は じま るマ ン トラに は,「 デ ー ヴ ィー ・マ ー ハ ー トミヤ」 の 中 で

　 女神 に よっ て殺 され るア ス ラの 王 の 名 が現 れ る。 「デ ー ヴ ィー ・マ ーハ ー ト ミヤ 」 の 内 容 につ

　 い てはM.Mori&Y.　 Mori【1995】 参 照 。

11)分 類 上 は 大 自在 天 と ウマ ー は三 界 主 に 属す る。
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マ ン ダ ラ理 論 書 『タントラ 部 集 成 』r(}yud　sde　kun　bstus　tlcは2種 のTS所 説 の マ ソダ

ラが 説 か れ るが,こ れ は金 剛 界 大 マ ンダ ラ と降三 世 大 マ ン ダ ラで あ る12も 『タ ン トラ

部 集 成 』 に も とつ い たマンダラ ・コ レク シ ョソに も これ ら二 つ のマンダラ が お さ め ら

れ て い る1耗 わ が 国 に 伝 わ る九 会 の金 剛 界マンダラ は,中 央 に 金 剛 界大 マ ンダ ラを お

き,こ こか ら外 に 向 か って右 回 りに,金 剛界 の三 昧 耶 マ ン ダ ラ,法 マ ンダ ラ,鵜 摩 マ

ソダ ラ,四 印 マ ンダ ラ,一 印マンダラ,そ して 『理 趣 経 』 に説 か れ るマンダラ を ひ と

つ は さみ,降 三世 品 の 大 マ ン ダ ラ と三 昧 耶マンダラ が配 され て い る。TSのマンダラ

の は じめ の8種 に 『理趣 経 』 のマンダラ を組 み 合 わ せ た複 合 的 なマンダラ で あ る。

　 TSに 説 か れ るマ ン ダ ラの全 体 を,　TS本 文 に現 れ る マ ン ダ ラの呼 称 と と もに 以下 に

示 そ う。TSとTAKに 含 まれ るマンダラ に関 す る記 述 の 該 当 箇 所 もあわ せ て提 示 す

る14も　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

表3

マ ン ダ ラ 名称 TS TAK

金剛界品

大

三昧耶

法

潟摩

四印
一印

降三世品

大

法

四

vajradh豆tu

vaj　raguhya

vajrasUksma

vajrakarma

vaj　rasiddhi

vaj　rasattva

trilokavijaya

ktodhaguhya

krodhajfiana

karmavajra

krodhavajra

vajrahamkara

203-206

345-355

449r451

519,520

569,570

600,601

849-889

996-1021

1083-1086

1130-ll33

1176,1177・

1192-ll94

184.3.1-186.3.7

214.Ll-214.5.2

223.5.4-224.1.5

229.4.5-229.5.4

237.1.1.-237.2.5

228.2.3-6

252.3.1-255.3.1

267.4.6-268.3.4

272.5.7-273.2.2

275.4.7-275.5.2

282.5.6-283.1.7

286.5.8-287.1.8

降三世品三世輪

大

法

遍調伏品

大

な し

な し

な し

な し

jagadvinaya

1262-1290

1350-1355

1387,1388

1439-1444

1503-1537

289,4.7-290.4.3

294.5.5-295.4.1

298.3.5-298.5.7

3.4.1-4.5.1

12.1.1-12.5.8

12)　,JAM　DBYANGs　 BLo　GTER　DBANG　 Po【1971】

13)BSoD　 RNAM　 RGYA　 MTsHo【1983:Nos.22,23】

14)煩 項 を さ け るた め,こ れ 以降,TSとTAKの 該 当個 所 の 指示 は と くに必 要 と され る場 合 以

　 外 は 省 略す る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17.3.6-18.4.6

三 　　　　　　　　　　　　　　　　padmaguhya　 　　　　　　　　　1619-1643　 　　　　　　　　　29,1.8-29.4,6

法dharmaj倣na　 1715-172235.2.6-35.4、1

翔 　　　　　　　　　　　padmakarma　 　　　　　 1757-1767　 　　　　　　37.3.7-37.4,6

四 な し1804,180540.3.8-40.4.8

一 　 　 　 　 　 　 　 　　な し 　 　 　 　 　 　 　 　　1820 ,1821　 　 　 　 　 43.2.1-7

一切 義 成 就 品

大sarvasiddhi　 1863-189047.4.6-48.2、5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53.4.3-54.4。8

三 　　　　　　　　　　　　　　　ratnaguhya　 　　　　　　　　　1968-1986　 　　　　　　　　　65.1.3-65.5.1

法ratnaj舩na　 2043-204571.2.6-71.3,5

翔　　　　　　　　　　　ratnakarma　 　　　　　　2087-2089　 　　　　　　 75.1.5-75,2,5

四 な し211677.3.6-77.4,4

一 　 　 　 　 　 　 　 　な し 　 　 　 　 　 　 　 　2124　 　 　 　 　 　 　 80 .2.3-8

※ マ ン ダ ラの 名称 とTSの 該 当 個所 は堀 内 【1974,19831に よる(数 字 は 堀 内 本 の §番 号)。

　 これ らは乾 【1995,1996b】 に示 され て い る。　TAKは 北 京 版(TTP,　 Vols.71,72)の 頁,葉,行

　 を示 す 。

3.全 体 の概要

　ペンコル ・チューデ仏塔にはアーナンダガルバによる44種 のマンダラの うちの少な

くとも40のマンダラ が描かれていたと考えられる。そのうちわけを見ると,金 剛界品,

遍調伏品,一 切義成就品の3品 は,10種 のマンダラ がすべてそろっていた。ただし,

現在では,金 剛界品の阿弥陀を中尊 とする四印マンダラ と,同 じく不空成就を中心 と

する四印マンダラ,そ して法マンダラの三点が汚損のためほとんど確認することがで

きない。これらはいずれも東室の入口から入って右側に集中している。降三世品は外

金剛部の4種 のマンダラは完備 しているが,降 三世品の出世間のマンダラ の うち,3

種の四印マンダラ(宝フーンカーラ,法フーンカーラ,凋 摩 フーンカーラをそれぞれ

中尊 とする3種)と 一印マンダラが存在 しない。 これらの4種 のマンダラが,は じめ

から描かれなかったとは考えられないため,現 在では,TS所 説のマンダラ以外のマ

ンダラが置かれている部分におそらく描かれていたのであろう。もっとも可能性が高

いのは,西 室北面の降三世羯摩マンダラの周囲である。現在,こ のマンダラの上部左

右には名称不明のマンダラ が描かれているが,形 態は降三世品の四印マンダラにきわ

めて近い。中心となる羯摩マンダラもTSやTAKの 記述に一致しない点も多 く,様

式的にも他の大多数のマンダラとは異な り,こ ゐ壁面全体が修復を受けたことは明ら

かである。制作当初,羯摩マンダラ の周囲に三種の四印マンダラ と一印マンダラ が描
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かれていたとすると,アーナンダガルバ の44マンダラ はすべてそろっていたことにな

る。修復の際にはじめに描かれていたマンダラ は忠実には復元されず,中 央の凋摩マ

ンダラと上部二つの四印マ ンダラのみがあやまったすがたで描かれたことが予想され

るが,現 状では想像の域を出ない。

　現存する40種のマンダラ の配置を見ると,あ る程度の統一性が意識されていたと考

えられる。第5層 の4室 のうちの南室をのぞく3つ の部屋に40のマンダラ は分散 して

描かれているが,大 まかな配置は,東 室に金剛界品,西 室に遍調伏品,北 室に一切義

成就品があてられている。降三世品は出世間のマンダラ が東室 と西室の2室 に分けら

れ,外 金剛部のマンダラはすべて東室にまとめられている。降三世品以外の各品の中

心 となる大マンダラは,い ずれも入口から入って右側の壁面の中央に大きく描かれて

いる。大マンダラに続 く3種 のマンダラ は入口の壁面の大マンダラ 寄 りにまとめられ

ている。各部屋に入って大マンダラに向かい合うと,そ の右手の壁に三昧耶マンダラ

と法マンダラ が上下に描かれ,さ らに,入 口の上の空間に潟摩マンダラ が描かれてい

る。 これらの3種 のマンダラ はいずれも同じ大きさを持ち,大マンダラ よりはひとま

わ り小さい。四印マンダラ のうち毘盧遮那を中心 とする第1の 四印マンダラ は,各 部

屋 とも部屋の正面の壁面の向か って右の最上部におかれている。その他の4種 の四印

マンダラは各大マンダラの周囲にひ とつずつ描かれる。これら4種 の四印マンダラ の

配置は,東 室の場合,壁 面の向か って左上に阿閥,右 上に宝生,左 下に阿弥陀,右 下

に不空成就 となっている。 これに対 し,西 室と北室は,左 下に四仏の阿閤に相当する

遍調伏尊,あ るいは一切義成就尊のマンダラがおかれ,そ こから右回 りに南輪,西 輪,

北輪に相当する四印マンダラ が描かれている。遍調伏品と一切義成就品は同じ配置を

示すが,金 剛界品の四印マンダラのうち,こ れらと一致するのは北輪の不空成就の四

印マンダラ のみ とい うことになる。一印マンダラも遍調伏品と一切義成就品は毘盧遮

那四印の下,す なわち,正 面の壁面の右中央のマンダラ になる。金剛界品ではこの位

置には三世輪の三昧耶マンダラがおかれ,一 印マンダラ は毘盧遮那の四印とは,東 室

の本尊をはさんで対となる位置,す なわち正面の壁面の向かって左上におかれ る。四

印マンダラ と一印マンダラ はいずれもほぼ同じ大きさで,三 昧耶マンダラ から掲摩マ

ンダラに比べるとさらにひとまわ り小さくなる。マンダラ に三段階の大きさを設定 し

て描いていたようである。

　 このように四印マンダラ,一 印マンダラ で若干の配置の相違があるが,降 三世品以

外の三大品のマンダラは,ほ ぼ共通の配置でマンダラ がおかれている。これに対 し,

降三世品のマンダラ は,2室 に分かれて描かれている。大マンダラ は東室に入って右

280



森　 　ペ ンコル ・チ ューデ仏塔第5層 の 『金剛頂経』所説の マンダラ

側の壁面の中央に描かれ,三 昧耶マンダラ と法マンダラ は入口の壁面の左寄 りに,や

は り上下に描かれている。東室全体を見ると,金 剛界品と降三世品のは じめの三種の

マンダラが対称的におかれることになる。第四の降三世掲摩マンダラ は,西 室の入っ

て左側の壁面におかれている。遍調伏品の大マンダラ と向かい合 うことになる。ただ

し,す でに述べた ように,羯摩マンダラ は後世,補 修がほどこされ,文 献の記述とも

合致 しない点が多い。また,上 部左右のマンダラ も,先 述の通 り,現 在のものは降三

世の四印マンダラ には比定できない。降三世品の残 り二つの四印マンダラ は東室の降

三世大マンダラ の上部左右に描かれている。向かって右上に毘盧遮那の四印,左 上に

金剛フーンカーラ の四印で,後 者は東輪の仏たちのマンダラである。

　外金剛部の四種のマンダラ も東室に描かれる。入って正面の本尊仏の左右に二つず

つ上下に配置されている。マンダラ の順序にしたがえば,大 マンダラが向かって右下,

三昧耶マンダラ が右上,法マンダラ が左下,羯摩 マンダラが左上となる。

　 これらのTS所 説のマンダラ の大半は,制 作当初のままの姿で現在 ものこされてい

るが,降 三世品の一部のマンダラ のように,汚 損や損傷などの理由で後世,補 修を受

けた り,全 体が描き直されたものがいくつかある。この うち,全 体があらたに描き直

されたマンダラ は,金 剛界品宝生四印マンダラ,降 三世品羯摩 マンダラ,遍 調伏品潟

摩マンダラ,遍 調伏品蓮華三摩地四印マンダラ,一 切義成就品の一切義成就四印マソ

ダラ,同 じく宝蓮華マンダラ の合計6種,一 部,修 復を受けたマンダラは金剛界大マ

ンダラ,金 剛界品三昧耶マンダラ,金 剛界品一印マンダラ,遍 調伏品三昧耶マンダラ,

一切義成就大マンダラ の4種 である。

　 オ リジナルと考えられる大多数のマンダラは,細 部の表現の違いから,お そらく複

数の絵師の手になると考えられるが,表 現様式やモチーフはおおむね共通している。

マンダラの形態は四大品やマンダラの種類でそれぞれ異なるが,い ずれにも共通する

部分で主要な特徴を確認 しておこう。全体は火炎と金剛杵の丸い帯に よって囲まれ,

その中に四角い楼閣がおかれる15もここに描かれた楼閣の各区画の大きさやそこに現

れるモチーフ,四 方に開いた門,そ の外側に描かれる トーラナなどは,インド の文献

においても確認できるが,チ ベットにおいてももっとも標準的なものである!6もただ

し,い くつかの装飾モチーフはこの地のマンダラ に独特 である。た とえば,外 廊

15)後 述 す る よ うに外 金 剛 部 の一 部 の楼 閣 は 四角 では な く円 形 で あ る。

16)12世 紀 初 頭,ア ・ミヤ ー カ ラグ プ タに よ って著 され た マ ン ダ ラ儀 軌 書 『ヴ ァジ ュラ ー ヴ ァ リー』

　 Vajravabに は マ ン ダ ラの形 態 が 具 体 的 に説 か れ て い るが,ペ ン コル ・チ ュ　一一デの これ らの マ

　 ソ ダ ラは そ の記 述 に 正 確 に一 致 す る。 イ ン ドに お け る マ ンダ ラの 形態 につ い ては 森 【1996a]参

　 照。
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(kramaSirsa)と 呼ばれる部分に赤 と紺の彩色が交互に現れる,塑 路半塑路(harar-

dhahara)の 帯に,半 月に乗った円形もしくは金剛杵の飾 りが描かれる,ヴ ェーディー

(ve(li)と呼ぼれ る部分に青 と黄色の舞踏の人物が各辺にそれぞれ4人 ずつ描かれる,

などの点があげられる。周囲の火炎輪も独特の火炎の表現が見られ,楼 閣 と外周とに

よってはさまれた部分には植物を思わせる見事な装飾が,ま た楼閣内部の大地の部分

には,開敷蓮華を連ねた文様や咲きほこる草花が単純化されて美 しく表現されている。

これらの独自の装飾モチーフは修復された作品ではほとんど失われてしまっている。

楼閣の外壁におかれた装飾品もインドの文献の中に確認できる1窺 すなわち,傘 蓋,

如意憧,風 にたなび く旗,鈴 をつけたのぼ り,七 宝を飾る如意樹,ト ーラナの左右に

おかれた金剛杵の鈷と,そ れをくわえる海獣マカラなどである。これ らの装飾品は大

マンダラ以下の4つ のマンダラ ではほとんど共通であるが,四 印マンダラと一印マン

ダラではいくつかが省略され る。たとえぽ,七 宝を飾る如意樹はこれらのマンダラで

は表現されない。

4.各マンダラ の特徴

4.1金 剛界品

4.1.1金 剛界大マンダラ(図6,7)

　TSに 説かれるすべてのマンダラの基本となる金剛界大マンダラは,東 室の北面に

描かれている。向かって右の部分,マンダラ の方角で言えば北に相当する部分18)に

一部補修がほどこされているが,中 心部をふ くめその他の部分はおそらくオ リジナル

の姿をのこしている。全体は二重の楼閣か ら構成され,二 つの楼閣は尺度が異なるだ

けで同じ形態,同 じデザイン を持つ。ただし,内 側の楼閣には トーラナが描かれない。

二つの楼閣の間は賢劫千仏によって埋め尽 くされ,外 の楼閣の四隅に作られたわずか

なスペースに外の四供養菩薩がおかれる。各楼閣にはそれぞれ四摂菩薩が門護 として

門に描かれるため,マンダラ 全体には二組の四摂菩薩が含まれることになる。内側の

楼閣には楼閣の壁面にそって円形の黒い帯がおかれ,金 剛杵がデザイン されている。

さらにその内部には同じ金剛杵の帯が井桁のかたちで描かれ,こ れによってできた九

つの区画のうち,中 心と四方の5つ の区画にはさらに金剛杵の円がおかれている。中

17)前 注 の 『ヴ ァジ ュラ ー ヴ ァ リー』 に 含 まれ る。

18)マンダラ を壁 面 に描 く場 合,上 が 西,下 が 東 にな る。
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央の円には毘盧遮那と四波羅蜜,東 以下の4つ の円にはそれぞれ対応する仏と四菩薩

が描かれる。9つ の区画の残 り四つの部分には内の四供養菩薩が位置する。毘盧遮那

はマンダラの上部,す なわち西に頭を向け,そ の他の尊格はいずれもマンダラの外の

方角に頭を向ける。マンダラ全体は二本の対角線で区切 られた4つ の部分がそれぞれ

異なった色で塗 り分けられ,東 に相当する下の部分は濃紺,以 下右まわ りに南は黄色,

西は赤,北 は緑 となっている。 この配色はTSの マンダラすべてに共通する。

　TSとTAKに 含まれるマンダラに関する記述に したがって,こ れ らの特徴を順に

確認 してみよう。

　マンダラ全体の形態はTSの 中で次のように規定されている。

四角 で 四 門,4つ の トー ラナ に よ って飾 られ る。4本 の 線 が た だ し く交 わ り,布

や花 輪 に よ って飾 られ る。 隅 の 部 分 す べ て と,門 と門 扉 が 接 す る とこ ろ には 金 剛

と宝 を つけ る。[こ の よ うに]外 の マ ン ダ ラの線 を 引 け。

以上が外側の楼閣の説明で,全 体は四角形で四方に門を開き,そ の上に トーラナがあ

ることがわかる。マンダラの形態を規定するこの文章は,TSの 他のマンダラの形態

を説明するときにも繰 り返し現れ,さ らにTS以 降の多 くの経典に,一 部変更をくわ

えられながら,何 度も登場する1%

　これに続いて,外 側の楼閣の内側が次のように説明される。

金剛の線によって囲まれ,8本 の柱で飾られ,輪 の形に似たその内側の都城

(pura)に 入場 し,金 剛の柱の上に5つ の月輪のマンダラ を飾 り,中 央のマソダ

ラの[さ らに]中 央に仏のすがたを安置せよ。

前半の規定から,楼 閣の内部にさらに宮殿(都 城)が あることが知られる。アーナγ

ダガルパは 「輪の形に似た」 という説に対 し,「四角で四門をそなえた外輪のマンダ

ラのように」と説明を くわえ,さ らに,ト ーラナは描かないことを指示する。外の楼

閣と同じ形態を持ち,ト ーラナをおかない宮殿が内側におかれるのである。ペ ンコル

の金剛界大マンダラもこの規定に忠実にしたがい,同 じ形式の二重構造の楼閣を描 き,

内側の楼閣に トーラナがないことはすでに見たとお りである20)。

19)イ ン ドにおけ るマンダラの形態 の変遷 と,TSを 典拠 とす るこの偶 につ いては森 【1996a】参

　照。
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　アーナンダガルバは,さ らにTS本 文の 「内の都城が輪のようである」 という点に

対 して,こ の定義をそのまま受け取 り,そ の形態が四角ではな く,四 門もないとする

説は誤 りであると注意する。実際,内 の都城のさらに内側には,金 剛杵の帯が丸 く描

かれているが,ア ーナンダガルバによれぽ,こ れはTSの 「金剛の線で囲まれ」とい

う部分に対応 し,「輪のようである」とい う定義の 「輪」とは四角い外のマンダラ を

指す語で,形 態が円であるわけではないと説明されている21も

　TSの 「金剛の柱」とい う語は,金 剛界品のシンボルを示す語 として重要である。

金剛の柱 とは 「金剛の線」で囲まれた部分に描かれて,た がいに垂直に交わる2本 の

線である。この線に仏部のシンボルである金剛杵が描かれているのである。この部分

のデザインは,四 大品の各品によって異な り,各 部族のシンボル と密接に結びついた

形態をとる22)。

　内側の都城の形態を規定するTSの 後半部分,「5つ の月輪のマンダラを飾 る」 こ

とについてアーナンダガルバ は次のように注釈する。

五仏のところには5つ の月輪をおき,そ れぞれにさらに5つ ずつの月輪をおき,

金剛の円で囲まれるように線を引 く。これは 「四角で四門,8本 の柱で飾 られ,

金剛の輪 で囲まれた中央 のマ ンダラを描け」 などと 『金剛頂タントラ 』吻一

加 詫κ加rα伽 微 で世尊が説いておられるので問題はない。

「五仏のところ」 とはすでに述べたように金剛の柱によって区切られた九つの区画の

うちの中央とその四方の四箇所である。ここにひとつずつ大きな月輪を描き,さ らに

その上にそれぞれ5つ ずつの月輪をおくようアーナンダガルバ は指示 している。五仏

と四波羅蜜,十 六大菩薩の各尊が月輪に乗ることになるのである。そ して大きい月輪

20)内 側の楼閣に トーラナが ない ことはTSに は明記 されていないが,イ ン ドの学匠たちは強 く

　意識 していた らしい。 アバヤーカ ラグ プタは 『ヴ ァジュラーヴ ァリー』の中で,「 内の都城」

　 を 「第2の 内マンダラ 」 とよび かえ,そ の形態 を 「[全体は]四 角で,門,門 扉な どか ら外廊

　 まではそなえてい るが,卜 一ラナなどはない」 と規定 している。 さらに彼 は 「中心 の楼 閣に

　 トーラナがあ る」 とTSに 説 くのは降三世 品のマンダラだけである と強調す る。実際,降 三世

　品 のマ ンダラには内側 の楼閣に も トーラナが描かれ る。

21)こ の点 につ いては栂尾祥 雲氏 も簡単 にふれ ている　【1927:202-2031。 ただ しアーナ ソダガル

　バ のよ うにTS本 文 の 「輪」(cakra)と い う語 を四角い形態の楼 閣に理解す るこ とには無理が

　 あるであ ろ う。

22)後 世,秘 密集会 マ ンダラの よ うにひ とつのマンダラ に5部 をすべて集約 したマンダラ が現

　れ る と,柱 に各部 族を象徴す るシ ンボルが描 かれ る。た とえぽ,宝 生 のまわ りの柱 には宝,

　 阿弥陀の まわ りには蓮華がそれ ぞれ描 かれ る。 また,サ ソヴァラマ ンダ ラの ように車輪 をモ

　 チ ー フに したマンダラ で は車 輪 の輪 の部 分 に やは りシンボ ルが 描 かれ る　1森1993b:

　209-210】o
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の方は金剛杵の円によってさらに囲まれることになる。アーナンダガルバ はこれらの

根拠にr金 剛頂タントラ』を引用 しているが,同 経の文章には月輪の存在については

何もふれられていない。五仏以下の25尊が月輪に乗ることについては,こ れに反対す

る立場もインド 内部にはあった23)。

　先のTS本 文の引用文の最後の部分 「中央のマンダラ のさらに中央の部分に仏のす

がたを安置せよ」 というのは,マ ンダラの中尊である毘盧遮那を描 くことを指示 した

ところである。 これに続いてマンダラを構成する他の尊格についてTSは 次のように

述べる。

仏 の す べ て の方 角 の輪 の 中 央 に 四 つ の最 高 の三 昧耶(samaya)を 順 に 描 け 。 金

剛 の歩 み(vajravega)に よ って 四 つ にマンダラ に す す み,阿 閾 以下 の 四 仏 のす

べ て の仏 を 置 け 。 持 金 剛Vajradharaな どを と もな った 阿 閾 の マ ン ダ ラを 等 し く

作 れ 。 金 剛 蔵Vajragarbhaな どに よっ て満 た され た 宝 生 のマンダラ を[作 れ]。

金 剛 眼Vajranetraな どを と もな った 阿弥 陀 の 清浄 な マ ン ダ ラを,金 剛種 々Va-

jraviSvaな どで 飾 られ た不 空 成 就 の[マ ン ダ ラを]描 け。 輪 の四 隅 に 金 剛 の女 神

を描 け 。 外 の マ ンダ ラの 四隅 には 仏 の供 養 女 を描 け 。 す べ て の 門 の 中央 に は四 人

の 門護 を,外 のマンダラ に は偉 大 な 薩」垂(摩 詞 薩)を 置 け 。

　マンダラの中心に毘盧遮那を描いたあと,そ の四方に三昧耶,す なわちシンボルを

描 く。これらは四波羅蜜のシンボル で,TSの すべてのマンダラ を通 じて,四 波羅蜜

はシンボル で表現 される。「四つのマンダラ 」とは四方におかれた阿閥等の四仏 と十

六大菩薩の月輪(四 方輪)を 指す。四仏の名称は明記されているが,十 六大菩薩に関

しては,持 金剛,金 剛蔵,金 剛眼,金 剛種々の四菩薩の名称があげられるのみである。

このうち,持 金剛は金剛薩錘を指 し,残 りの3尊 は順に金剛宝,金 剛法,金 剛業の灌

頂名である。四方輪のそれぞれの菩薩のグループのは じめの尊に相当する。「金剛の

女神」は内の四供養菩薩,「仏の供養女」は外の四供養菩薩を指す。門護が四摂,偉

大な薩錘が賢劫尊に相当す ることは言 うまでもない。

　金剛界マンダラ を構成する37尊 と賢劫尊についてはTSの 中でこのように場所と名

称が示 されているが,具 体的な尊容はまった く言及されない。シンボルで表現 される

23)ア バ ヤーカ ラグプタは 『ヴ ァジュラーヴ ァリー』 の中 で,五 仏 の住居 に金剛杵の輪 をひ と

　つずつ描 くだけ で,そ れぞれ5つ ず つの月輪 を描け とい うアーナ ンダガルバの説は誤 りで あ

　 ると述べ る。
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四波羅蜜についても同様である。アーナンダガルバはTAKの 中で個々の尊格の尊容

について くわしく述べている。ペンコル ・チューデ仏塔でもこれらの記述に基づいて

壁画が描かれている。

　中尊の毘盧遮那についてアーナンダガルバは,身 色は白で,最 上菩提印(*bodhy-

agrimudra)を 結ぶ両手で五鈷金剛杵を持ち,獅 子の座の上の蓮華 と月輪に金剛結珈

朕坐(*vajraparyahka)で 坐ると述べる24)。さらに,四 面をそなえ,そ の身は太陽の

輝 きにあふれ,絹 でできた上衣と下衣を付け,頭 には宝冠をいただき,絹 の冠帯 も飾

る。 このうち,獅 子の座についてはTS本 文中では言及はないが,ペンコル ・チュー

デ仏塔の作例では左右に獅子を配 した台座に毘盧遮那はすわ り,同 様の獣坐は四方の

四仏にも認められる。四仏の身色と印,持 物などはTAKの 中ではまとめて説明され

る。阿閤,宝 生,阿 弥陀,不 空成就の順に身色は青,黄 色,赤,緑,印 は触地印,最

上の与願印,最 上の定印,施 無畏印,持 物は金剛杵,金 剛宝,金 剛蓮華,羯摩 杵であ

る。台座の動物は象,馬,孔 雀,ガ ルダにかわる。いずれ も一面で毘盧遮那の方を向

くとされる。

　四波羅蜜のシンボルは,薩 錘金剛女が赤い五鈷杵,宝 金剛女が先に五鈷杵のついた

如意宝,法 金剛女が16の花弁のある蓮華,業 金剛女が12鈷 の掲摩杵 となっている。 こ

のうち,16弁 の蓮華は赤白色で,8弁 は下向き,8弁 は上向きに開き,中 央には五鈷

杵が入っているという。また,最 後の掲摩杵は5色 からな り,中 央は白,前 は青,右

が黄色,後 ろが赤,左 がエメラル ド(marakata)の 色,す なわち緑 と規定されてい

る。

　TSで は金剛薩錘などの4尊 の名称のみがあげられた十六大菩薩については,ア ー

ナンダガルバは次のような尊容を列挙する(カ ッコ内は身色)。

薩(白)　 　　　　 左手に金剛鈴 右手は胸の前で金剛杵を持つ。

王(黄)　 　　　 金剛の鉤で一切如来を引き寄せる。

愛(赤)　 　　　　 弓矢で一一切如来を射るようなしぐさをする。

喜(緑)　 　　　　 祝福を与えるしぐさで,両方の金剛拳で一切如来を喜ばせる。

宝(黄)　 　　　　 左の金剛拳で宝の列を握 り,誇 らしげにする。[右 手で]先

　　　　　　　　 が五鈷杵の如意宝を持つ。

光(陽 光)　　　　 右手には金剛の日輪を持ち,如 来を照らす。左手は座の上に

　　　　　　　　　おく。

24)最 上 菩提 印 につ いて は 立 川11995:27-29】 参 照 。
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橦(虚 空の色)　　 右手は如意宝をつけた憧,左 手は座の上におく。

笑(白25))　　　　 右手は両端に金剛杵をつけた2列 の歯を持ち,如 来を笑わせ

　　　　　　　　　る。左手は座の上。

法(白 赤)　　　　 左手は金剛の蓮華を脇に持つ。右手はその花弁を胸の前で開

　　　　　　　　　く。

利(青)　 　　　　 左手は胸の前で般若経の梵爽を持つ。左手は剣を持つ。

因(黄)　 　　　　 右手は中指の先で八輻輪を回す。左手は座の上。

語(銅 色)　 　 右手は金剛の舌を持つ。左手は座の上。

業(雑 色26))　 　 左の金剛拳は金剛鈴をともなった羯摩 杵をほこらしげに持

　　　　　　　　 つ。右手は中指で胸の前に羯摩杵を持つ。

護(黄)　 　　　　 両手で金剛の甲冑を持つ。

牙(黒)　 　　　 鼓腹で牙を有する。顔の両側で二つの牙を両手に握る。

拳(黄)　 　　　　 両手の中に金剛杵を持ち,そ の手で顔を押す。

　TSで は 「金剛の女神」 と呼ぼれる内の四供養菩薩,「仏の供養女」と呼ぼれる外の

四供養菩薩,そ して門衛の四摂の12尊 について,ア ーナンダガルバは次のように尊容

を規定する。

嬉(白)　 　　　　 両方の金剛拳で二つの五鈷杵を保ち,金 剛杵を立てた しぐさ

　　　　　　　　　で踊る。左に体を少 し傾ける。

髭(黄)　 　　　 宝の環で如来を灌頂する。

歌(白 赤)　 　 ヴィーナーを演奏する。

舞(雑 色)　　　　 身色は金剛業に同じ。三鈷杵を持ち,両 手で舞をおどる。

香(白)　 　　　　 金剛の香の器で如来を満足させる。

華(黄)　 　　　　 左手で金剛の花の器を持ち,左手で花を雨のように降らせる。

燈(赤 白)　　　　 灯明の柄を持ち,光 で供養する。

塗(雑 色)　 　 身色は舞女に同じ。左手は香を入れたほら貝,右 手は如来を

　　　　　　　　　香で供養する。

鉤(白)　 　　　 金剛の鉤で如来を導 く。

25)テ キス トは 「蓮根の ような白」 であ る。

26)テ キス トに よれ ば,頭 か ら腰 まで と両腕は 白み がか った青,残 りは青 。あるいは顔 の下 か

　 ら腰までが赤 白,大 腿部は黄白,残 りの足の先 までは 白。
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索(黄)　 　 　 金剛の絹索で如来をとどめる。

鎖(赤 白)　 　 金剛の鎖で如来を縛る。

鈴(雑 色)　　　　 右手で金剛鈴を持ち,如 来を入れる。左手は座の上にお く。

なお,す でにふれたように金剛鉤以下の四摂菩薩はペンコル ・チューデ仏塔では内側

の都城と外側の楼閣のそれぞれに描かれている。 これはTS本 文の 「すべての門」と

い う語に対 して,ア ーナンダガルバが 「内と外の2重 の門の両者に四摂をおく」 とく

わえた注釈にしたがったものである。

　アーナンダガルバは以上の37尊 の具体的な尊容の記述を終えたあとで,「如来は寂

静の表情をし,あ らゆる飾 りで飾 られ,寂 静のまなざしとほほえみを浮かべる。金剛

薩錘以下[32尊]は 歓喜の表情で,ほ ほえみを浮かべ,五 仏の宝冠と絹の冠帯を頭に

つけ,あ らゆる飾 りで飾られている」 とまとめている。最後に賢劫尊の説明として,

東に位置する弥勒を始めとする尊は金剛薩」垂のように金剛杵を持つとのべ,以 下,南

は金剛宝のように宝,西 は金剛法のように金剛蓮華,北 は金剛業のように潟摩杵を持

つとする。いずれも各方角の第1の 菩薩 と同じ持物を持つのである。

4.1.2　金剛界三昧耶マンダラ(図11)

　金剛界品の三昧耶マンダラ は,ペンコル ・チューデ仏塔では東室の東面に描かれて

いる。表面に亀裂が入 り,西 の トーラナとその周辺が後世の補修を受けている。マソ

ダラの形態は大マンダラ と同じであるが,三 昧耶マンダラ の名の通 り,す べての尊格

が三昧耶形すなわちシンボル で描かれている。三昧耶マンダラ が大マンダラ と同じ形

態をとることについては,TS本 文に 「大マンダラ にしたがってマンダラ を描け」 と

いう規定がある。類似の規定はこれ以降の各マンダラにも見られ,四 大品のいずれに

おいてもそれぞれは じめに説かれる大マンダラ が基本の形態を示すと考えられてい

た。

　すでに述べたように,三 昧耶マンダラ ではすべての尊格が陀羅尼と結びつけられ,

女尊 として理解されている。 これらの尊格がどのようなシンボルによってマンダラ に

描かれるかについて,TS自 体にかな り詳 しい記述がある。アーナンダガルバがその

多くにさらに説明を くわえているので,ま ず五仏と十六大菩薩のシンボル を以下に示

そう。
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表4

TS TAK

毘　仏塔　　　　　　　　　　　　　　蓮華と月輪の上に先端を西に向けて描く

阿　金剛金剛　　　　　　　　　　水平においた五鈷杵を描き,そ の上に第2の 五鈷杵を

　　　　　　　　　　　　　　　　 先端を東に向けておく

宝　金剛宝　　　　　　　　　　　先端に掲摩杵がついた如意宝で,先 端を南に向ける

阿　金剛蓮華　　　　　　　　　　　白赤の16弁の蓮華。さらにその中に8弁 の蓮華を置き,

　　　　　　　　　　　　　　　　 中央に五鈷杵を先端を西に向けて置く

不　掲摩杵　　　　　　　　　　　　12個の錫摩杵で,先 端を北に向ける

薩　金剛杵　　　　　　　　　　　　 (注記なし)

王 直立した2本 の鉤 　 　 　　 (注記なし)

愛　金剛杵に組まれた金剛杵　　　　　(注記なし)

喜 祝福を与える両腕 　 　 　 金剛杵を持ち,祝 福を与える両腕

宝　火炎の宝　　　　　　　　　　如意宝

光　太陽の印　　　　　　　　　　　日輪の中央に五鈷杵を置く

橦　火炎をともなうすぐれた憧　　　如意宝の橦

笑　二つの金剛杵の間にある歯列　　金剛杵の間にある2列 の歯

法 金剛の中の蓮華 　 　 　　 先述(阿 弥陀の項を指す)の 金剛蓮華の中央に五鈷杵

利　火炎をともなう剣,　 　　　　 金剛剣

因　金剛の輻のある金剛輪　　　　　ひとつひとつの輻が独鈷のような八輻輪

語 火炎をともなう舌 　 　 　 五鈷杵のついた舌

業 全方角に先を向けた金剛杵 　 先述(不 空成就の項を指す)の羯摩 杵

護　金剛の付いた甲冑　　　　　　　両側に金剛杵の付いた甲胃

牙　金剛の牙　　　　　　　　　　　中央に金剛杵がある二つの牙

拳 両手の拳の印　　　　　　　　三昧耶の拳でしっかり握った五鈷杵

※TS§344-355,　 TAK214.1.8-5.2に よ る 。

　四波羅蜜についてTSは 「大マンダラ のように描 く」とするので,先 述の大マソダ

ラのシンボルがここでもそのまま用いられることになる。八供養菩薩,四 摂,賢 劫尊

についてはTSは 「それぞれのシンボル を描け」 と述べるにとどま り,具 体的な名称

をあげていない。アーナンダガルバ によれぽ,内 の四供養菩薩は順に二つの五鈷杵,

金剛の宝の環,金 剛のヴィーナー,三 鈷杵を持 って舞のしぐさで踊る両腕,外 の四供

養菩薩は香炉,金 剛の花であふれた花器,金 剛の灯明の柄,塗 香の金剛のほら貝がそ

れぞれあげられている。四摂菩薩はそれぞれ名称 どお りの金剛鉤などがシンボル とな

る。賢劫尊は東に249個 の五鈷杵,同 様に南には金剛宝,西 には金剛蓮華,北 には掲

摩杵が描かれる。シンボルの数まで明記されている。また千仏ではな く十六尊を描 く

説にもふれ,そ の場合 も千仏と同 じシンボルを各方角に4つ ずつ置 く。ペンコル ・チ

ューデ仏塔の場合,賢 劫尊はつねに千仏で,賢 劫十六尊が現れることはない。
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4.1.3　金剛界法マンダラ

　金剛界法マンダラ は金剛界三昧耶マンダラの下に描かれているが,現在では汚損が

いちじるしい。大まかな形態と,向 かって右側の一部は彩色も確認できるが,個 々の

尊格の尊容は確認できない。

　TSの 記述 と他の三大品の法マンダラを参照することによって,金 剛界品の法マソ

ダラのすがたをある程度復元できる。TSに は 「大マンダラ のように摩詞薩を置け」

とあ り,マンダラ の形態と諸尊の配置は三昧耶マンダラ と同様,大 マンダラに準ずる。

各尊の描き方については,「 中央に仏を描 く。諸仏のマンダラにおいても[同 様に]」

とTSに あり,さ らに 「胸に各自のシンボル(mudra)を おいた摩詞薩が描かれるべ

きである」 と述べ られる。そ してこれ らの尊格は 「三昧に入 り,金 剛縛(vajraban-

dha)を 両手で結ぶ」とい う。アーナンダガルバ は仏を金剛杵の中に描 くことについ

て,す でに述べた鳥獣座の上に五鈷杵を正 しく描き,そ の上に五仏をお くよう指示す

る。五仏が獅子等の鳥獣座に乗ることはTSの 本文には見られないが,他 の三大品の 、

法マンダラ においても表現されてお り,こ こでも描かれていたはずである。また,金

剛杵の中に尊格の姿を描 くことについては,ア ーナンダガルバはそれ以外の尊格にも

共通する特徴であると述べる。さらに,法 マンダラに固有の特徴 として,三 昧に入っ

たすがた,す なわちアーナンダガルバ によれば 「結珈蹟坐を組み,禅 定に入った」状

態で各尊が表現され,そ れぞれが胸に自分のシンボル を持つことがあげられる。アー

ナソダガルバは 「各自のシンボル」について,「毘盧遮那から賢劫尊に至るまで,心

臓の外(す なわち胸)に,米 粒大の各自のシンボルを保ち,金 剛拳で[禅 定の印を]

結ぶ」と説明する。マンダラを構成するすべての尊格が結珈朕坐を組み,定 印を結び,

自分のシンボルを胸においた姿で描かれていたことがわかる27)。金剛杵の中に入 って

いる点もすべての尊格に共通である。ただ し,他 の三大品の法マンダラにおいても類

似の規定が見られるにもかかわらず,尊 格の背景などに金剛杵のすがたは明瞭には表

現されていない。ここでも同様の表現がとられていたと考えられる。

　各尊の胸に持つシンボルについて,TSは 具体的な名称をあげていない。アーナン

ダガルバは十六大菩薩のシンボルとして,以 下のような名称を列挙 している。

27)わ が国に伝わ る金剛界マンダラ で も九会 の現 図曼茶羅では37尊 はすべて金剛杵 を背に して,

　 それぞれ 固有 の持物 を持 って描かれて いる。た だ し定 印は結 んでいない。 また 「五部心観」

　 では定 印を結んだ手に各 自のシンボル を持 って描か れてい る。 背景の金剛杵は毘盧遮那 のみ

　 に現れ る。
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表5

シ ンボ ル

シンボル

シ ンボ ル シ ンボ ル

薩　　金剛杵

王　　金剛鉤

愛　　弓

喜　　腕

宝 宝

光 太陽

橦 撞

笑 笑

法 蓮華

利 剣

因 輪

語 舌

業　　掲摩杵

護　　甲胃

牙　　牙

拳　　拳の形

※TAK223.1.6-7に よ る 。

これ らはいずれも三昧耶マンダラに描かれたシンボルや大マンダラ で各尊の手にする

持物(あ るいは印)と ほとんど同じである。その他の尊についても同様であろう。ま

た,四 波羅蜜はここでも尊形ではなく,シンボル で表現 されていたと考えられる。他

の三大品の法マンダラの場合も同じである。

4.1.4　金剛界羯摩 マンダラ(図12,13)

　金剛界凋摩マンダラ は仏塔の東室の入口上部の壁面に描かれている。保存状態はき

わめて良好で,尊 容も細部に至るまでよく確認できる。掲摩マンダラは諸仏,諸 菩薩

の活動,す なわち供養のすがたを表 したマンダラとされる。マンダラに関するTSの

記述は簡略で,「大マンダラにしたがって仏のすがたを安置せよ。金剛薩錘など[の

すがた]に したがって,印 を持 った女尊を描け」と述べるにとどまる。アーナンダガ

ルバは五仏に関 しては,そ の尊容は金剛界大マンダラ と同じであるとし,そ の他の尊

についても 「金剛薩錘などにしたがって,印 やシンボル をともなった姿で描く」 と述

べる。TSに 「女尊を描け」とあるのは,供 養を象徴するマンダラ にふさわしく,菩

薩はいずれ も女尊の姿に変わるからであるが,アーナンダガルバ の記述からは,女 尊

を描きながらも,実 際は金剛薩錘以下の菩薩の姿で表現されていたと考えられる。ペ

ンコル ・チューデ仏塔でもこれ ら各尊の尊容は大マンダラ と同じ菩薩形で,こ れを見

る限 り,マ ンダラ全体は大マンダラとほとんど違いがない。また各尊の尊容の記述は

TAKに は含まれていないが,こ れ も大マンダラとの重複を避けたためであろ う。　TS

では出生段に 「[諸尊は]各 自のシンボルを両手にしっか り持ち,一 切如来に供養 し,

大マγダラの方法で月輪に住す る」とあるが,アーナンダガルバ はこれに対 しても「金

剛杵などの各自のシンボルを両手でしっか り持つ」 と説明するだけで,そ のシンボル

が何であるかは逐一あげていない。
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4.1.5金 剛界四印マンダラ(図3,8,9)

　四印マンダラはアーナンダガルバ の場合,五 仏それぞれのマンダラがあるため,5

種類存在する。ペ ンコル ・チューデ仏塔にも5種 の金剛界四印マンダラがあったが,

当初の姿を伝えているのは毘盧遮那(図3)と 阿閥(図8)の 四印マンダラのみであ

る。宝生のマンダラ(図9)は 後世,描 き直された作品で,阿 弥陀と不空成就のマン

ダラは汚損のため彩色はほとんど残 っていない。

　四印マンダラ に関するTSの 記述も簡略で,大マンダラ のように輪郭線を引いたあ

とで 「仏のすがた」(buddhabimba)と 四つの印を描 くよう指示す るのみである。具

体的な印(シ ンボル)に ついては 「金剛の印など」と述べるにとどまる。マンダラの

形態は大マンダラと同 じであるため,二 重の楼閣がここでも必要となるが,現 存の3

マンダラの うち,宝 生のマンダラは内部の楼閣が描かれていない。修復の際,誤 って

はぶかれたのであろう。アーナンダガルバによれぽ,毘 盧遮那の四印マンダラ の場合,

中尊の毘盧遮那は獅子の台座にすわ り,そ の周囲に薩錘金剛女以下の4尊,す なわち

四波羅蜜の四つの印を描 く。大マンダラ の中央に描かれた5尊 が,そ のままひとつの

マンダラとして独立 した ことになる。阿閾以下の四仏の四印マンダラ は中央にやは り

尊形の仏をおき,そ のまわ りに金剛薩錘以下の菩薩のシンボルを配置する。TSの 「仏

のすがた」が毘盧遮那のみを指すか,あ るいは五仏すべてを指すかは明らかではない

が,TSの 別の箇所には五仏すべてがそれぞれ四印マンダラ を持つことを示唆する一

節があ り(§592),ア ーナンダガルバの五種の四印マンダラ もここを典拠 とすると考

えられている28㌔アーナンダガルバは四仏の4種 の四印マンダラ についても,阿 閑以

下の仏は鳥獣座に乗 り,そ の他の菩薩たちは所定のシンボル で表 されると述べ,次 の

ようなシンボル を示す。

表6

阿閾 宝生 阿弥陀 不空成就

東

南

北

西

金剛杵

鉤

弓矢

祝福の印

宝

太陽の印

金剛橦の印

歯の列

蓮華の印

剣の印

輪の印

舌の印

羯摩杵

甲冑

2本 の牙

拳 の印

※TAK237.1.1--2.5に よ る 。

28)乾11995:10-11】 は,四 印マ ン ダ ラの説 明 の直 前 のTSの 内容 か ら,「仏 の姿 」は毘 盧 遮 那 で,

　 「金 剛 印」 は 四 波 羅 蜜 のシンボル を 指 す と考 え る。5種 の四 印 マ ンダ ラの典 拠 に つ い て は 田

　 中ll988:ll】 乾11995=2】 に 指摘 され て い る。
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現存する毘盧遮那と阿悶の四印マンダラ はTAKの 記述によく一致するが,後 補の宝

生マンダラ の場合,周 囲の シンボルはいずれもこれ らと異なるものが描かれてい

る29)。中央の宝生如来も身色,印,台 座等,図 像上の特徴は文献の規定に一致 しな

い。

4.1.6　金剛界一印マンダラ(図24)

　金剛界一印マンダラは金剛薩錘のみを中央に描いたマンダラ である。ペ ンコル ・チ

ューデ仏塔では東室の正面の壁の向かって左上に描かれる。マンダラ の下半分は塗 り

直されているため,原 型を伝えるのは全体の半分であるが,こ の部分にも一部,後 世

の絵師の手が くわえられている。

　 TSの 一印マンダラに関す る規定は,マンダラ 全体は大マンダラのように輪郭線を

引き,そ この月輪の中に金剛薩錘を描 くとい うだけにとどまる。マンダラ の形態は大

マンダラと伺 じであるため,や は り二重の楼閣を持ち,内 部には金剛杵の円と柱が描

かれる。日本の九会の金剛界マンダラの場合,一 印マンダラ(一 印会)に は金剛薩」垂

ではな く毘盧遮那1尊 がおかれ,毘 盧遮那をおさめた月輪は楼閣の壁に接している。

TSの 記述にはペンコル の作例の方がより忠実である30㌧

4.2降 三世 品

4.2.1降 三世大マンダラ(図19,20)

　TSの 第二品である降三世品は金剛部のマンダラ である。中心におかれる尊格は金

剛界品と同じ毘盧遮那で,尊 容も金剛界品と変わ りはないが,そ れ以外の尊格はすべ

て愈怒形 となる。四仏の位置には金剛部固有の尊格が現れ,十 六大菩薩も 「念怒」と

いう語を付 した名称に変わる。さらに大マンダラ には外金剛部の尊格,す なわちヒソ

ドゥー教の神々がマンダラの周囲に配される。

　ペ ンコル ・チューデ仏塔の降三世大マンダラ は汚損や亀裂もなく,制 作時当初の美

しさを今も残 している。全体が二重の楼閣からなる構造は金剛界品のマンダラ と同 じ

であるが,内 側の楼閣にここでは トーラナが描かれ る。TSに 含まれるマンダラの形

態に関する規定は,外 側の楼閣については金剛界大マンダラ のそれとまったく同じで

29)東 が金剛杵,南 が宝,西 が蓮華,北 が潟摩杵 の よ うに見え る。毘盧遮那の四 印マンダラ を

　模 した ものか。

30)現 図 曼茶 羅 の一 印会に金 剛薩違 ではな く毘盧遮那 がおかれ ることの理 由につ いては栂 尾

　 【1927:323-325】 に示 されてい る。わが国に伝わ る金剛界マンダラ で も 「五部心観」では金剛

　薩錘が一印会の尊格 と して描かれている。
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あるが,内 側の楼閣については 「金剛宝で飾 られ,四 角と四門をそなえ,八 柱 と ト

ラナをともなう」とのべる。外側の楼閣と同じく四角で四門,さ らに トーラナが内側

の楼閣にも含まれていることが明示されている31)。楼閣の内部の構造は金剛界大マン

ダラと同様で,五 仏を中心とした5つ の区画に金剛杵をデザインした円を描き,さ ら

にそれぞれの円の中に5つ の月輪をお くことをアーナンダガルバ は述べる。 これは

TS本 文の 「金剛の柱のす ぐれたところに5つ のマンダラ を置 く」 とい う一節を根拠

とする。

　降三世品のマンダラ に描 く尊格について,TS本 文はまず,マンダラ の中央に 「仏

のすがた」を,そ して,そ の四方に金剛杵,宝,蓮 華,さ まざまな武器(viSvayudha)

を置くと述べる。中尊の名称は示されていないが毘盧遮那を示 し,四 方の金剛杵など

は四波羅蜜を示すシンボル である。つづいて東か ら,金 剛手Vajrapapi,金 剛灌頂

VajrabhiSeka,金 剛軍Vajrasena,金 剛遍入VajraveSaを 四方のマンダラ の中央に置

き,そ の周囲を念怒の金剛尊(vajrakrodha)が 取 り囲むとする。また内の四供養菩

薩が位置 した四隅には秘密の供養女(guhyapaj　 a)を 金剛界マンダラ のように描き,

外の四供養菩薩として供養の女神(puj　adevDを,さ らに四門には鉤(ahkuSa)を 描

くよう指示する。降三世品に固有の尊である外金剛部については 「外のマンダラ のと

ころに外金剛部を[描 け]」 とする。いずれの尊格も具体的な尊容はあげられていな

いが,例 外的に東に位置する金剛手は 「わずかに牙をむき,愈 怒 と笑いの表情を浮か

べ,展 左の姿勢で立つ。炎の輪で輝 く。左足は大自在天を,右 足ではウマーの胸を踏

みつけて描け」とくわ しく描写する。また 「金剛フーンカーラの姿をとる」とも述べ

る。ヒンドゥ ー教の至高神大 自在天とその妻ウマーを踏みつける愈怒の姿がTSに も

明瞭に示されている。

　アーナンダガルバ は毘盧遮那か ら外金剛部に至るまで各尊の尊容をTAKの 中で説

明している。毘盧遮那は金剛界品 と同じ尊容で,四 面をそなえ,最 上菩提印を両手で

結び,金 剛杵を持つ。獅子の座に乗 ることも明記されている。金剛手についてはTS

の記述に くわえ,象 の台座の上に立つこと,両 手で降三世印を結ぶこと,そ して足の

下の大自在天は右手に三鈷杵,左 手に三叉戟を,同 様にウマーも金剛杵と三叉戟を持

31)金 剛界大マンダラ との形態的 な違いは トー ラナの有無だけであるが,TS本 文の記述 は・降

　三世 品の場 合,あ きらかに外の楼閣 と同 じ形 の内側の楼 閣が存 在す るの に対 し,金 剛界 品の

　場合,内 の都城は 「輪の よ うな形」 と規定 され,そ れ が四角 い楼閣であ った とは断言 できな

　 い。 む しろ 「輪」(cakra)と い う語は常識的には円形を示 し,　TSの 段階 では金剛界品のマ ソ

　 ダラは二重の楼閣か ら構成 された マ ンダ ラではな く,円 形の都城を 内部 に含む形態 を してい　

た と考 えた方が 自然 である。金剛界マンダラ で も二重の四角い楼 閣をTSも 説い てい ることを

　 主張するために,ア ーナ ンダガルバが独 自の解釈を示 してい ることについてはす でにふれた。
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つことなどが言及されている。金剛灌頂以下の尊格は金剛界品では宝生以下の三尊の

仏の位置に置かれるが,アーナンダガルバ は金剛軍は クマーラ(*Kumara,　 Tib.

gZhon　 nu)の 姿で,金 剛遍入は金剛業の姿でそれぞれ描け とする。金剛灌頂につい

ての尊容への言及はない。身色は順に黄色,赤 白色,雑 色で,金 剛界品の各方角の第

1の 菩薩,金 剛宝,金 剛法,金 剛業の身色に一致する。また,ア ーナンダガルバは 「金

剛灌頂」などの尊名 よりも 「金剛フーンカーラ」にならって作られた 「宝 フーソカー

ラ」「法フーンカーラ」「潟摩 フーンカーラ」とい う名称を好んで用いる。

　 これら四尊 の周囲に配 される16尊 の金剛念怒尊は,そ の名 のとお り 「愈怒」

(krodha)の 語を各自の尊名に含んでいる(§871-880)。 アーナンダ』ガルバはこれら

16尊の身色を規定したあと,い ずれも展左で立ち,左 手は期剋印を示し,右 手は自分

のシンボル を持つことを述べる。展左という姿勢は毘盧遮那をのぞくすべての尊格に

も適用され,二 重のマンダラの間に描かれる賢劫千仏も同 じ姿勢をとる32も八供養菩

薩 と四摂菩薩は金剛界マンダラと同じ持物を持ち,賢 劫千仏 も東の249尊 は光輝 く五

鈷杵,南 は金剛宝,西 は金剛蓮華,北 は羯摩杵を手にする。

　 外金剛部の神々は右手は三叉戟,左 手には各自のシンボル を持つことをアーナンダ

ガルバは述べ,TAKの 中で各尊の くわ しい尊容を示 している33)。これらの神々は仏

教に帰依することによって仏教徒としての名,す なわち灌頂名を得る。外金剛部の神

々とその配偶神の本来の名称と灌頂名はTSに よれば以下の通 りである。

表7

サ ンス ク リッ ト　　 灌頂名 サ ソス ク リッ ト　 灌 頂 名

三界主

大自在天

那羅延天

倶摩羅天

梵天

帝釈天

飛行天

日天

月天

彗星天

MaheSvara

Narayapa

Sanatkumara

Brahma

Indra

Arnrtaku翠dalin

Indu

Mahadapdagri

Krodhavaj　 ra

Mayavajra

Vajraghapta

Maunavajra

Vajrayudha

Vajrakupdali

Vajraprabha

Vajradapda

三界主后

烏摩后

銀色天后

沙琶恥天后

梵天后

帝釈后

飛行天后

甘露母

噌咽尼母

持杖母

Um亘

Rukmipi

$asthI

Brahma垣

Indrapi

Amrta

Rohipi

Dapdadh亘ripi

Krodhavarj　 agni

Vajrahema

Vaj　rakaumari

Vajra甑nti

Vajramu$ti

Vajrarnrta

Vajrakanti

Vaj　radandagri

32)賢 劫尊 についてはTSに は言及 がな く,本 来 描かれていたかは不明である。,賢劫尊は仏部の

　マ ンダラに固有の尊格であ り,金 剛界 品以外 のマンダラ には本来は描かれ なか った とい う見

　解が乾 【1995,1996a,1996b】 に示 されている。

33)TAK254.4.1-255.2.8
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焚惑天

虚空天

金剛擢天

金剛食天

金剛衣天

調伏天

地居天

羅刹天

風天

火天

毘沙門天

水居天

金剛門天

炎摩天

毘那夜迦天

水天

Pi血gala

Madhumatta

Madhukara

Jaya

Jayavaha

Ko忌apala

vayu

Agni

Kubera

Varaha

Yama

Prthivi

Varupa

Vajrapihgara　 惹 多詞 哩尼 母

　 　 　 　 　 　 　虚 空 天后

VajraSaunda　 摩 哩尼 母

Vajramala　 　 呑 伏母

VajravaSi　 　 嚇 舎那 母

Vijayavajra　 那 嘱多 母

　 　 　 　 　 　 　地 居 天后

Vajramusala　 寂 静 母

Vajranila　 　 　風 母

Vajranala　 　 火 母

Vajrabhairava倶 尾 梨 母

　 　 　 　 　 　 　水 居 天后

Vajrahku6a　 　 嚇 曜 曳

Vajrakala　 　 左 椚 尼

Vaj　ravi順yaka親 那 那 婆

Nagavajra　 　 水 母

Jataharini

Marani

Agana

Vasana

Rati

Siva

V亘yaVi

Agneya

Kauberi

varahi

camunda

Cinnanasa

varuni

Vajramekhala

Vajravilaya

VajraSana

Vajravasana

Vajravasa

Vajrad{iti

Vegavaj　 ripi

Vajrajvala

Vajravikata

Vajramukhi

Vajrakali

Vaj　rapUtana

Vajramakara

※ サ ソス ク リッ ト名 はTS§746-758,761-770に よ る。

　これらの外金剛部の神々はマンダラの楼閣の最も外側の部分,す なわち賢劫千仏の

外側で,楼 閣の壁面にそった部分に置かれる。配置方法は東に三界主,南 に飛行天,

西に虚空天と地居天,北 に地下天とな り,東 に5尊,西 に8尊,そ れ以外は4尊 と不

規則な数になる。いずれも男神と女神が一組になるので,42の 神々がこの部分に描か

れている。

　アーナンダガルバ による降三世大マンダラには,TS本 文には規定されていない尊

格のグループが二つ登場する。ひとつは八供養菩薩の周囲にそれぞれ四尊ずつ置かれ

る供養菩薩の春属で34),も うひとつのグループは外の四供養菩薩のさらに外側に描か

れるビーマー以下の4人 のヒンドゥー教の女神である。後者の4尊 はTSの 降三世品

の大マンダラ の章では言及されていないが,降 三世品の後半部分である教勅分の三昧

耶マンダラの中で名称があげ られている。アーナンダガルバ はTAKの 降三世大マソ

ダラの中でこれら4尊 の尊容を外金剛部の神々につづいて説明する3窺

　降三世大マンダラ のマンダラ の見取 り図と諸尊の位置を以下に示す(挿 図4)。

34)アーナンダガルバ はTAK　 の 大マンダラ の 解 説 部 分 で 以 下 の よ う な 名 称 を あ げ る

　 (TAK256.3.3-6)。 　Gar　 dkrol　 brdung　 ba,i　lha　mo(嬉),　 rNga　 zlum　 ba　rdung　 po(髭),　 Gling　 bu

　 ma(歌),rNga　 rked　 nyag　 brdung　 ba(舞),Zang　 dud　 'dud　 pa(香),rNga　 bo　 che　brdung　 ba(華),

　 rNga　 dra　ba　can　 brdung　 ba(燈),　 rNga'da'ka　 ba　 brdung　 ba(笑)。 こ れ ら に 対 応 す る サ ン ス ク

　 リ ッ ト名 は 不 明 で あ る が,い ず れ も 楽 器 の 種 類 で あ ろ う。

35)TAK254.1.1-2;255.2.5-8.
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挿図4　 降三世大マンダラ諸尊配置図

表8

1　　 毘盧遮那　　 9　 　　 金剛遍入　　　 38-42　 三界主　　 59　 ビーマー

2-5　 四波羅蜜　　 10-25　 金剛念怒尊　　 43-46　 飛行天　　 60　 シュ リー

6　 　 金剛手　 　 　26-29　 内四供 　 　 　 　47-50　 地居天 　 　 61サ ラスヴ ァティー

7　 　 金剛灌頂　　 30-・33　外 四供　　　　 51-54　 水居天　　 62　 ドゥルガー

8　 　 金剛軍 　　 　34-37　 四摂 　 　　 　 　55-58　 虚空天

4.2.2　降三世品三昧耶マンダラ(図14～16)

　金剛界品と同様,降 三世品においてもすべてのマンダラ の形態は大マンダラ が基準

になる。TSに は 「大マンダラに したがって輪郭線を引け」とい う定型化した文章が

現れ,具 体的な形態は説かれない。同一の文章が三昧耶マンダラ 以下の5つ のマソダ

ラすべてに登場する。三昧耶マンダラ の場合,ま ずその中に含まれる5つ の 「マソダ

ラ」すなわち中央と四方の円に 「秘密の印」(guhyamudra)を 置 く。「秘密」とい う

語が三昧耶マンダラ 固有のキーワー ドであることも金剛界品と同様である。 しかし,
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中央のみは 「秘密の印」ではな く 「仏のすがた」を描 くと規定され,毘 盧遮那を尊形

で描 くことが知 られる。金剛界三昧耶マンダラでは毘盧遮那も仏塔というシンボルを

用いて表現されたが,こ れは金剛界品 と遍調伏品の場合で,降 三世品と一切義成就品

では毘盧遮那のみ尊形で表現する。

　四波羅蜜のシンボル については 「愈怒の三昧耶」(krodhasamaya)とTSの 中では

表現 されている。アーナソダガルパはこれに対し,金 剛杵,宝,蓮 華,凋 摩杵 という

シンボル名をあげている。ペンコル ・チューデ仏塔の遺例では,金 剛界大マンダラの

四波羅蜜のシンボル とは形態が若干異な り,次 に説明される金剛手などの四方の尊の

シンボルと同 じものが描かれている。

　金剛手以下の四方の4尊 と,そ の周囲に置かれる16尊は,い ずれも具体的なシンボ

ルがTSの 中で規定されている。ここでも金剛界品と同様,ア ーナンダガルパはより

くわしい説明を多 くのシンボルにくわえている。両者を以下に示そ う。

表9

尊名 TS TAK

金剛手　　　横にした三叉戟の上に金剛杵　　右を向いた三叉戟の上に輝く金剛杵

金剛灌頂　　金剛宝　　　　　　　　　　　 八輻輪で,中 央に五鈷杵をつけた如意宝を載

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せる

金剛軍　　　金剛蓮華　　　　　　　　　　 八葉蓮華の中央に16弁の金剛[蓮 華]

金剛遍入　　横にした金剛杵に金剛杵　　　　東に先端を向けた三鈷杵を描き,そ の上に掲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摩杵を置き,さ らに周囲を微細金剛が囲む

薩　　　　　金剛杵　　　　　　　　　　　　燃える五鈷杵

王　　　　 金剛鉤　　　　　　　　　　 金剛の鉤

愛　　　　 矢　　　　　　　　　　　　 金剛の矢

喜　　　　 歓喜　　　　　　　　　　　 拳の印

宝 しかめた眉の中央に金剛杵 しかめた眉をつけた顔で,中 央に金剛宝

光　　　　　日輪に金剛杵　　　　　　　　　太陽を描き,中 央に五鈷杵

憧　　　　　橦　　　　　　　　　　　　　　日輪の上に如意宝憧の印

笑　　　　　金剛杵に歯列　　　　　　　　　燃える金剛杵を両端につけた2列 の歯

法　　　　　炎の中の蓮華　　　　　　　　　16弁の金剛蓮華

利　　　　　剣　　　　　　　　　　　　　　金剛剣

因　　　　　輪　　　　　　　　　　　　　　 [輻が]独 鈷のような八輻輪

語　　　　　金剛の舌　　　　　　　　　　金剛の舌

業　　　　　すべての金剛杵　　　　　　　　羯摩杵

護 よい甲冑 　　 金剛の甲冑

牙　　　　　金剛の牙　　　　　　　　　　　二つの金剛の牙

拳　　　　　よい拳　　　　　　　　　　　 金剛界で説かれた拳で握られた五鈷杵

※TS　 9　999-1006,　 TAK268.1.6「268.2.6に よ る 。
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このうち,は じめの金剛手のシンボル の一部 として描かれる戟は,金 剛手自身ではな

く,そ の足元に横たわる大自在天を象徴する。その上に乗る金剛杵が金剛手を示す。

ただ しペンコル ・チューデ仏塔では金剛手に相当するところには金剛杵は表現されて

いるが,戟 は描かれていない。

　その他の尊格について,TSは 「定め られた方法で描け」 と述べるにとどまり,具

体的なシンボル をあげていない。アーナンダガルバは八供養菩薩については金剛界の

三昧耶マンダラ と同じであることを示 し,降 三世品にのみ見られる周囲の四尊の春属

に関 してのみシンボル 名に言及する。また四摂菩薩と賢劫尊については鉤などのシソ

ボルを逐一あげるが,い ずれも金剛界三昧耶マンダラ と同じで,降 三世大マンダラの

各尊の持物とも一致する。

　なお,降 三世大マンダラ でマンダラのもっとも外側に描かれた外金剛部の神々につ

いては,TSは 何 もふれていない。アーナンダガルバ は外金剛部の神々自身のマソダ

ラは後述されるので,こ こには描かないとする。三世輪のマンダラ を指すのであろう。

ペンコル・チューデでも外金剛部は三昧耶マンダラ以下の降三世品の5つ のマンダラ

には描かれていない。

4.2.3降 三世品法マンダラ(図17)

　降三世品法マンダラも,金 剛界品の同種のマンダラ と同様,す べての尊格は三昧に

入った姿で描かれ,胸 には各自の印を保つ。中尊については,TSで は 「智恵の金剛

の中に仏を描 く」と述べ,背 景に金剛杵を描 くよう指示する。四波羅蜜はここでもシ

ソボルで描かれ,TSは それを単に 「印」(mudra)と 呼んでいる。残 りの尊について

は 「規定 どお りに」描 くと述べるにとどまる。金剛界品のように 「各自の印」を置 く

などの記述は見られないが,金 剛界品の規定にしたが うことを念頭に置いているので

あろ う。

　アーナンダガルバ は中央の毘盧遮那については 「獅子の台座の上に輝 く金剛杵を横

たえ,そ の上に三昧に入った毘盧遮那を,心 臓の外に微細金剛杵を置いて描 く」と注

記する。また,四 波羅蜜についても 「金剛,宝,法,潟 摩の金剛の印を描 く」と具体

的にあげる。「法の金剛」は金剛の蓮華を指す。それ以外の尊格については 「持金剛

Vajradhara以 下はみな三昧に入 り,胸 には各 自の印を保ち,智 恵の金剛杵の中央に

入っている」と,や は り毘盧遮那と同じように表現されることを示す。 ここで 「持金

剛」と呼ばれているのは東の金剛手のことである。この規定はマンダラ のすべての尊

格にお よぶと考えられるが,個 々の尊格の具体的なシンボル名はあげられていない。
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三昧耶マンダラ のシンボル と一致するのであろう。また外金剛部はこのマンダラにも

含まれない。

　なお,ペンコル ・チューデの遺例では,い ずれの尊も定印を結び,三 昧に入った姿

で描かれているが,東 の金剛手のみが多管で表現されている。降三世大マンダラでも

金剛手は八壁をそなえ,類 似の尊容は後の一印マンダラにおいても言及 されている。

この法マンダラ でも,二 轄は定印を結ぶが,残 りの六轄は体の左右に広げられている。

4.2.4　降三世品掲摩マンダラ(図59,60)

　降三世品のこれ までの三種のマ ンダラは,す べて東室に描かれていたが,羯摩 マソ

ダラは西室の北面に描かれている。すでに述べたように,こ のマンダラ がおそらく後

世の絵師の手による描き直 しであることは,各尊の様式や装飾モチーフの表現方法が,

他のマンダラと異なることか ら明らかである。内側のマンダラ に描かれる「金剛の柱」

に,金 圃杵ではな く,蓮 華の文様が現れるのも,儀 軌を知らない絵師によって描かれ

たためであろう。

　羯摩マンダラ に関 してTS本 文は,毘 盧遮那のところには 「仏のすがた」を,そ の

四方の四波羅蜜には 「最高の三昧耶」を,そ して四方輪には 「金剛の主」などの四尊

と16の愈怒尊に相当する 「摩詞薩女」(mahasattvi)を 描 くよう指示する。「金剛の主」

は金剛手を指 している。16尊 が 「摩詞薩女」と呼ばれているのは,凋 摩マンダラが供

養 と結びついたマンダラ で,金 剛界品でも見られたように,16尊 が女尊として機能す

るためである。

　 アーナンダガルバの注釈はあまりくわしいものではな く,金 剛界品と同 じように,

基本的には大マンダラ の尊形を踏襲 して描かれたと考えられるが,ペンコル ・チュー

デの作品はオリジナルの姿を伝えていないため,大マンダラ と比較することはできな

いo

4.2.5降 三世 品 四 印マンダラ(図21,22)

　 現 在,ペ ン コル ・チ ューデ仏 塔 に は,毘 盧 遮 那(図21)と 金 剛フーンカーラ(図22)

の2種 の降三 世 品 四 印マンダラ が残 され て い る。TSで は マ ンダ ラ の形 態 は,や は り

大マンダラ に した が う と規 定 され て い る が,こ れ ら2種 の作 例 で は,内 側 の楼 閣 に は

トー ラナが表 現 され て い ない 。アーナンダガルバ の 注釈 で も これ に つ い て は特 別 ふ れ

られ て いな い た め,そ の根 拠 は 明 らか で は な い。ペンコル ・チ ューデ で は 四 印 マ ソダ

ラ と一 印 マ ン ダ ラで は楼 閣 の装 飾 が 簡 略 化 され る傾 向 が あ るた め,ト ー ラナ も省 略 さ
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れたのかもしれない。

　マンダラ の尊格についてはTSは 「降三世などを仏の周囲に描け」 とのみ記す。金

剛界品では毘盧遮那の周囲には四波羅蜜を象徴するシンボル がおかれたが,こ こでは,

四波羅蜜にかわ って,降 三世尊,す なわち金剛手をはじめ とする四方の4尊 が描かれ

る。アーナンダガルバ はこの部分に注釈をくわえて,中 央には大マンダラ で説いた姿

で毘盧遮那を描 き,金 剛フーンカーラ(金 剛手を指す)の ところには,象 の座の上に

横向きに三叉戟をおき,そ の上に五鈷杵を描 くよう指示する。他の3尊 についても,

鳥獣座とその上のシンボル があげられるが,い ずれのシンボルも三昧耶マンダラで示

された三昧耶 と同じであることを,アーナンダガルバ は明記 している。ペンコル ・チ

ューデにおいてもこの規定 どお りに各尊が表現されている。

　TSに は他の4種 のマンダラへの言及はないが,ペンコル ・チューデでは大マソダ

ラの右上に金剛フーンカーラ の四印マンダラが描かれている3醜 中央に弓矢などを持

つ金剛フーンカーラ が描かれ,四 方にはやは り三昧耶マンダラ で示された周囲の念怒

尊のシンボル がおかれている。

4.2.6降 三世 品一 印マンダラ

　ペンコル ・チ ュ ーデ 仏 塔 に は 降三 世 品 の一 印マンダラ は残 され てい ない 。TSに よ

れ ぽ,持 金 剛 の 月 輪 を 描 き,そ こ に 展 左 の 姿 勢 を と る 金 剛フーンカーラ の 大 印

(mahamudra),す な わ ち 尊形 を描 く。TAKに は尊 容 の記 述 もあ り,「 青 い 睡 蓮 の 色

で,仏 の輪 に よ って 飾 られ る37)。わ ず か に牙 をむ き,四 面 八暦 を そ な え,光 輝 く。 展

左 で 立 ち,[左 足 で コ 大 自在 天 を[踏 み コ,右 足 は ウマ ーの胸 の上 に お くよ うに 描 く。

[こ れ ら2神 は]一 面 二 暦 で描 く」 と述 べ られ て い る。

36)アーナンダガルバ の場合,四 大 品のいず れにおいて も5種 の四印マ ンダラが説かれ てい る

　が,他 の4種 の四印マ ンダラに言及する金剛界品は別に して,TSが5種 の四印マンダラ を降　

三世品以下 で も説 いていたかは不 明である。金剛界 品では毘盧 遮那ゐ周囲は四波羅蜜 であっ

　 たが,降 三世 品以下では毘盧遮那 と四方輪 の中央の4尊 との組 み合わせにかわ る。四 印マ ソ

　 ダ ラが大 マ ンダラを簡略化 したマンダラ であ ることを考えれば,さ らに四方輪 の中央 の尊 と

　十六大菩薩 を組み合わせた4種 の四 印マ ンダ ラを必 要 とす るのは不 自然に感 じられ る。 四印

　マンダラ を構成する尊格 が金剛界品 と他の三 大品 との間 で異な ることは,TSの 中で,両 者 の

　 間でシステムに若干の不整合 があった ことを示唆 している。TSの 成 立を考慮 に入れれば,最

　 初期 に成 立 した金剛界品 と,そ れ に くわえ られた他の三大品 との間 に何 らか の不一致 がある

　 ことは じゅうぶん予想 され る。類似 の不整 合 としては,一 印マンダラ に選ばれ る尊格 が,金

　 剛界品では金剛薩運 であるのに対 し,他 の三大品では東方輪 の中心 の尊 にか わる こともあげ

　 られ るであろ う。

37)降 三世が仏 の輪 を飾 る とい う特徴は,インド か ら出土 した降三世 の作例 には広 く認 め られ

　 る[森 　1990:　72】。

301



国立民族学博物館研究報告別冊　　18号

4.2.7三 世輪大マンダラ(図2,5)

　ペンコル ・チューデ仏塔の東室西面には三世輪の4種 のマンダラがすべて描かれて

いる。 このうち大マンダラ は西面の向かって右下にある。三重の同心円構造を持ち,

いずれの円も楼閣の外壁 と同じ装飾がほどこされていることから,円 形の楼閣が表現

されていることがわかる。四方には四門がおかれる。中央の楼閣の内部には,こ れま

で見てきた金剛界品や降三世品の内部と同様,金 剛の柱を井桁に組んだ金剛の円がお

かれる。ただしそこにおかれる尊格の数は,中 央 と四方の区画に1尊 ずつ合計5尊 で

ある。初重 と第二重の間には16の,そ の外の二重 と三重の間には24の神々の姿が描か

れている。三重の楼閣の四門にはそれぞれ門衛の姿 も認めちれる。

　TS本 文にはこのマンダラ はどのように説明されているだろうか。まず,全 体の形

は 「法輪のようにすべてのマンダラ の線を引け。中央のマンダラ の2倍,3倍 の線を

[さらに]引 け」と述べられ,輪 に似た三重の同心円構造であることがわかる。ペ ソ

コルでは初重と第二重,第 二重 と第三重のそれぞれの問に,対 角線にそって輪の輻が

表現されている。ち ょうど色が塗 り分けられる部分に相当する。TSの 「法輪のよう

に」とい う記述に忠実に したがったものであろ う。諸尊の配置については,中 央に毘

盧遮那,四 方に摩詞薩を置けと述べる。4尊 の摩詞薩は金剛フーンカーラ以下の四方

輪の中尊である。TSは さらに 「第1のマンダラ 」に外金剛部の三界主,「第2の マン

ダラ」に飛行天,同 様に第3に は地居天,第4に は地下天をおき,四 門に虚空天を置

くよう指示する。 このうち第1か ら第4のマンダラ は,第 二重の四方と理解される。

また四門は同じ第2重 の四門を指す。TSは 第三重を指 して 「外輪」と呼び,こ こに

母天を置 くことを述べる。そ して 「すべての門」には門衛が置かれる。最後の 「すべ

ての門」がどの門を指すかは明らかではないが,す でに第二重の門には虚空天が描か

れているので,初 重 と第三重のそれぞれ四門を指すとも考えられる。アーナソダガル

バはすぺての門に配される 「門衛」については,金 剛鉤以下の四摂を描 くようTAK

の中で指示するので,初 重 と第三重にこの4尊 が2度,登 場することになる。

　TSの 規定でマンダラ に登場する神々とその配置法は明らかとなったが,第 三重の

母天についてはペンコルのマンダラでは24の神々が描かれ,母天二十天では不足する。

また四方に6尊 ずつ均等に配分するため,ど の神が どこに置かれるのか明らかではな

い。アーナンダガルバはTAKの 中で母天のメンバーとその配列を明確にしている。

それによれぽ,第 三重には二十天后の他に,ビ ーマー以下の4人 の女神が くわえられ

る。各方角の6尊 は,こ れ ら4人 の女神と虚空天后の4尊 をそれぞれ一方向に1尊 ず

つ分け,こ れに他の4つ のグループの4尊 と組み合わせて構成される。東の場合,ド

302



森　　ペ ンコル ・チュ　一一デ仏塔第5層 の 『金剛頂経』所説 のマ ンダラ

ウル ガ ー,三 界 主 の 第1の 神,第2の 神,虚 空 天 の第1の 神,三 界主 の第3の 神,第

4の 神 とい う順 序 に な る。以下 の3方 向で は,は じめ が 西 か ら順 に ビーマ ー,シ ュ リー,

サ ラス ヴ ァテ ィ ーに な り,そ れ ぞれ4番 目に 登 場 す る神 に 虚 空 天 の第2,第3,第4

の神 が 配 分 され る。 この神 を は さ ん で,前 後 に南 は飛 行 天,西 は 地 居天,北 は地 下 天

が2神 ず つ分 け られ てい る。ペンコル で もこ の順 序 で北 東 の 隅 か ら24の 女 神 が な らぶ。

　マンダラ 全体 の諸 尊 の配 置 は次 の通 りで あ る(挿 図5)。

挿図5　 三世輪大 マ ンダラ諸尊配置図

表10

1　　　 毘盧遮 那　　22-25　 水居天　　　　37　 甘露母　　　　46　 　 火母

2　　 　 金剛手　　　26-29　 虚空天　　　　38　 噌晒尼母　　　47　 　 倶尾梨母

3　　 　 金剛灌頂　 30　 　 ドゥルガー　 39　 呑伏母　　 　　48　 　 サ ラス ヴ ァテ ィー

4　 　 　金剛軍　　 31　　 銀色天后　 　 40　 持杖母　　 　　49　 　 嚇嘱曳

5　 　　 金剛遍 入　 32　 　 沙悪恥天后　 41　 惹多詞哩尼母　 50　 　 左椚尼

6-9　 　 四摂　 　　 33　 　 摩哩尼母　 　 42　 シ ュリー　　 　51　 　 那羅参母

10-13　 三界主*　 34　 　 梵天后　 　　 43　 寂静母　　 　　52　 　 親那那婆

14-17　 飛行天　　　35　　 帝釈后　　　　44　 風母　　　　　 53　　 水母

18-21　 地居天　 　 36　 　 ビーマ ー　 　 45　 嘱舎那母 　　 　54-57　 四摂

*大 自在天を のぞ く
。以下 の3マ ンダラで も同様

各尊の尊容については,い ずれも降三世大マンダラ で説いた姿で描 くとアーナンダ

ガルバは指示 し,繰 り返して説明しない。 また外金剛部の上首である大 自在天 とその
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妻 ウマーは第二重,第 三重には登場 しない。初重の東に置かれる金剛手の足の下にす

でに描かれているからである。

4.2.8三 世輪三昧耶マンダラ(図4)

　三世輪の第2のマンダラ は 「金剛マンダラ 」とTSの 中では呼ぽれているが,他 の

四大品の三昧耶マンダラ に相当する。 しか し,ペ ンコル ・チ ューデの該当のマンダラ

を見ると,毘 盧遮那以外のすべての尊をシンボル で描 くこれらの三昧耶マンダラ と異

な り,尊 形で表される尊も含まれる。 また,マ ンダラの形態自体もこれまで見てきた

ものや,直 前の大マンダラ に比べてかな り様相が異なる。

　 TSに よれば,こ のマンダラ は二重の四角のマンダラで,外 側のマンダラ は北に,

内側のマンダラ の東に限 り,門 がある。ペンコルの遺例でもこれは忠実に再現され,

それぞれ1方 向にのみ門が描かれている。外側のマンダラ の場合,門 のない3方 向に

は トーラナの置かれる位置に傘蓋が飾られ,そ のまわ りに羯摩杵の鈷が表現される。

通常 トーラナによって隠される中央の鈷まで表現されていて興味深い。

　 マンダラを構成する尊格 とその配置については,TSの 記述である程度予想できる

が,ペ ンコル ・チューデの作例を理解するためにはアーナンダガルバ の注釈が必要で

ある。TSは まず中央に 「仏のすがた」を,そ してすべての方角,す なわち四方には

降三世以下の4尊 を置 くことを述べる。アーナンダガルバは毘盧遮那は大マンダラ の

姿で描き,四 方の尊については象などの鳥獣座を置き,そ の上に降三世品の陀羅尼マ

ソダラ(三 昧耶マンダラ)で 説いたシンボル を置くと述べる。次にTSは 「マンダラ

のすぐれたところ」に 「金剛の印」(vajramudra)を 描き,そ の 「すべての方角」に

部族の印を置 くとする。これはペンコル では,内 側のマンダラの四方にひとつずつ描

かれた金剛杵と,その左右に置かれた虚空天をのぞく五類諸天のシンボル に相当する。

この部分もアーナンダガルバ の注釈を見ると,「金剛杵の印」は輝 く金剛杵であると

解釈し,四 方の中央に描 くよう指示する。そして,そ の右 と左に金剛幻以下のシソボ

ルを描けと述べる。金剛幻は三界主のはじめの神ナーラーヤナの灌頂名で,こ のあと,

アーナンダガルバは五類諸天の灌頂名を用いて各尊の位置を示す。また,そ れぞれに

用いられるシンボルもTAKの 中で言及する。

　 五類諸天の残 り四尊の虚空天は,TSに よれば門に配置される。アーナンダガルバ

は虚空天の4尊 を内側の初重の東門に二尊,外 側のマンダラ の北門に二尊ずつ置 くよ

う指示する。内側のマンダラ にはこのほか四隅に女神が配される。TSは ビーマー・

シュリー,サ ラスヴァテ ィー,ド ゥルガーの4神 の名称をすべてあげ,南 東の隅から
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順に四隅に置 くよう述べる。降三世品のマンダラ にアーナンダガルバ が くわえた4人

の女神の名称が,TSで はここではじめて示 される。同じ4女 神を象徴するシンボル

が,外 側のマンダラにも同 じ四隅に描かれる。これ もTS本 文に指示 されているが,

具体的な名称はあげられていない38㌔

　外側のマンダラの四方に4尊 ずつ描かれる尊格については 「外側にはすべての女神

を描け」とい う規定がTSに は含まれる39㌧アーナソダガル・ミは同じ文章をTAKの

中に引用するが,続 けて,東 に三界主,南 に飛行天,西 に地居天,北 に地下天を描 く

よう述べる。内側のマンダラ に描かれ るシンボルに対応する尊格が尊形で描かれるの

である。アーナンダガルバ はこのあと,個 々の神々の名称をあげているので,誤 訳や

テキス トの誤 りではなく,意 図的に女神にかえて男神をこの部分に配置することがわ

かる。

　TSとTAKの 記述にしたがった各尊の配列を以下に示す(挿 図6)。

挿図6　 三世輪三昧耶マンダラ諸尊配置図

38)ア ーナ ン ダガ ル バ に よれ ぽ,4神 の シ ン ボル は,ビ ー マ ーか ら順 に剣,蓮 華,ヴ ィー ナ ー,

　 パ テ ィサ(Tib.　 pa　ti　sa,詳 細 不 明)で あ る。

39)た だ し,こ の文 章 は チ ベ ッ ト訳,漢 訳 に は 含 まれ る が,サ ンス ク リ ッ ト ・テ キ ス トには 含

　 まれ な い 【乾　 1996b】。
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表11

1　毘盧遮那

2　金剛手

3　金剛灌頂

4　金剛軍

5　　　 金剛遍入

6-9　 　 三界主

10-13　 飛行天

14-17　 地居天

18-21　 水 居 天

22-25　 虚 空 天

26　 　　　ビー マ ー

27　 　　　シ ュ リー

28サ ラ ス ヴ ァテ ィー

29　 ドウル ガー

4.2.9三 世輪法マンダラ(図as)

　外金剛部の第3の マンダラには 「法三昧耶マンダラ」あるいは 「大三昧耶マンダラ」

とい う名称がTSに は示されているが,他 の四大品の法マンダラ に相当する。ペ ンコ

ル ・チューデ仏塔の作例を見れば,各 尊は禅定の姿で描かれ,胸 にはシンボル を置 く

とい う法マンダラ 固有の表現方法がとられていることがわかる。

　マンダラ の形態は三世輪大マンダラの3層 からなる円形の楼閣から第三重の楼閣を

のぞいた姿である。TSは 「三世輪[マ ンダラ]の ように」描けと指示 し,こ れに対

してアーナンダガルバ は 「三世輪大マンダラ と同じであるが二重で描 く」と解説する。

各尊の尊容については 「禅定に入っている仏と持金剛以下を法マンダラの方法で[描

き],胸 に[各 自の]標 識を描け」 とTSに 明確に示 されている。アーナンダガルバ

によれば 「毘盧遮那か らナーガ金剛に至るまで」すべてこの方法で描 く。マンダラ を

構成する尊格は,中 央 と四方が毘盧遮那と持金剛,す なわち金剛手以下の4尊 である

ことはTSに 示されているが,第 二重についてはアーナンダガルバのこの記述から五

挿図7　 三世輪法マンダラ諸尊配置図
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表12

1　 毘盧遮那

2　 金剛手

3　 金剛灌頂

4　　 金剛軍

5　　 金 剛遍入

6-9　 四摂

10-13　 三 界 主

14-17　 飛 行 天

18-21　 地 居 天

22-25　 水居天

26-29　 虚空天

30　 　 大 自在天

いう語を くわえた四摂の名称を列挙 している(挿 図7)。

　なお初重の金剛手の足元に小さく描かれる尊があるが,こ れは他のマンダラ では金

剛手の足の下に踏みつけられる大 自在天(灌 頂名は金剛最上明)で ある。「金剛フー

ソカーラの足元の近 くに金剛最上明を正しく描け」 とするTAKの 記述にしたがって

いる。

4.2,10　 三 世 輪 潟 摩マンダラ(図25)

　 三世 輪 マ ンダ ラの 最後 に置 か れ る羯摩 マ ンダ ラは,形 態 の上 で は三 世 輪 三 昧 耶 マ ン

ダ ラに近 い。 しか し,中 尊 に 毘盧 遮 那 で は な く大 自在 天 と ウマ ーを 置 き,内 側 の マ ン

ダ ラに は 二十 天 后 を 中心 と した ヒ ン ドゥー神 が 占め,そ の外 のマンダラ に金 剛 手 ら と

十 六 愈 怒 尊 を 置 く とい う独 特 の 配 置 を とる(挿 図8)。

　マンダラ の 形 能Vこっ い てT9け 「全 剛マンダラ の弁 洪 で 綿 か 引け1}沐 べ る.ア ー

ナンダガルパは 「金剛マンダラ 」に注を くわえて,「三世輪陀羅尼マンダラ が金剛マ

ソダラである」と説明し,三 世輪の三昧耶マンダラと同じ二重の四角で,そ れぞれひ

とつずつ門を持つ形態をここでも示 している。ペンコル ・チューデの作例も三昧耶マ

ンダラに類似するが,外 側のマンダラの門のない三方向に置かれていた大きな傘蓋が

ここでは姿を消している。諸尊の配置については,ま ず 「すべてのす ぐれたマンダラ

は中央に仏がいる。そのまわ りには摩詞薩を置け」と規定 される。通常,マ ンダラの

尊格の説明は中央の尊から始められるが,こ の部分は外側のマンダラの説明と理解さ

れる。 とい うのは,こ れにっついて 「[さらに]そ の中央に,妻 をともなう金剛最上
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挿図8　 三世輪錫摩マンダラ諸尊配置図

表13

1　　　 大自在天,烏 摩

2-5　　 内四供

6-9　　 三界主后

10-13　 飛行天后

14-17　 地居天后

18-21　 水 居 天 后

22-25　 虚 空 天 后

26,54　 ビ ーマ ー

27,55　 シ ュ リー

28,56　 サ ラス ヴ ァテ ィ ー

29,57　 ドゥルガー

30　 　 金剛手

31　　 金剛灌頂

32　 　 金剛軍

33　 　 金剛遍入

34「49　 金剛忽怒尊

50-53　 外四供

明そのものを描 く」とあるからである。アーナンダガルバ は,は じめの規定は外側の

楼閣の四辺にあてはめ,各 辺の中央に金剛手以下の四尊,そ の左右に16の愈怒尊を二

尊ずつ配することを説明する。マンダラ の中央に位置するのは金剛最上明すなわち大

自在天とその妻ウマーになるのである。

　TSは これら2神 を 「金剛嬉などが秘密の舞 とい う供養で供養する」と述べる。内

の四供養菩薩に相当する四尊をアーナンダガルバは2神 のまわ りの四隅に配する。さ

らにTSは,女 神たちが順に 「各自の印とそれに対する印で舞をなす ように描け」と

する。アーナソダガルパによれぽ,虚 空天后をのぞく五類諸天后を示 し,彼 女らを内

側のマンダラの四方に4尊 ずつ配する。順序は他のマンダラ と同様,東 に三界主后,

南に飛行天后の順である。また,TS中 の 「各自の印とそれに対する印」とは,南 東

の隅から右回 りに置かれた8尊(三 界主后 と飛行天后)と,逆 に左回 りに置かれた8
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尊(地 下天后と地居天后)が 順に対 とな り,そ れぞれ呼応するように舞を踊ると説明

する。金剛ヘーマーと金剛マカラーから始ま り,金 剛アーシャナーと金剛ヴァサナー

に至る8組 となる。実際にペ ンコル ・チューデではこれらの女神たちは両手を上にあ

げて,舞 踏のしぐさで表現 される。舞で供養す る女神 として,アーナンダガルバ はビー

マーなどの4人 の女神も四隅に くわえる。彼女らも他の女神たちとよく似た姿勢で描

かれている。 ここに4女 神を置 くのは三昧耶マンダラと同じである。また,四 方には

五鈷金剛杵がひとつずつ描かれているが,こ れもすでに三昧耶マンダラ に登場 した。

　最後にTSは 隅と門に香などを描 くことを述べる。アーナンダガルバは香など,す

なわち外の四供養菩薩を外側のマンダラの四隅に割 り当てる。さらにビーマーなどの

4女 神のシンボル を同じ場所に描 くよう指示する。門についてはTSに は具体的な尊

名が示されていないため,ア ーナンダガルバは内側のマンダラで五類諸天后か らのぞ

かれた虚空天后を2尊 ずつ,内 側の東門と外側の北門に配する。三昧耶マンダラ で虚

空天が同 じ位置に置かれていたことに対応する。

4.3遍 調伏 品

4.3.1遍 調 伏 大マンダラ(図43,　 44)

　 遍 調 伏 品 はTSの 四部 の 中 の蓮 華部 に相 当す る。 そ の た め,マ ンダ ラの デ ザ イ ンは

蓮 華 の モ チ ー フを 基 調 と し,そ こに含 まれ る尊 格 も観 音 を 中心 と した 蓮 華 部 の 神 々に

かわ る。 これ らの 尊 格 の い くつ か は,大 乗 仏 教 の時 代 か ら信仰 され て きた 観 音 の 春 属

や 変化 観 音 と同一 視 され る。 た とえ ば,東 方 輪 の 中央 の 尊 は世 自在LokeSvaraあ るい

は 観音AvalokiteSvaraそ の もの で,こ の 品 の 名称 で あ る 「遍 調 伏Jagadvinaya」 と も

呼 ぼ れ る。 南 方 輪 に は ブ リクテ ィーBhrkutiや 十 一 面 観 音 が,西 方 輪 に は タ ー ラ ー

Taraが そ れ ぞ れ 含 まれ る 。 四 摂 に 相 当 す る 門 衛 に は 馬 頭Hayagrivaや 不 空 羅 索

AmoghapaSaも 登 場 す る。 また,そ れ 以 外 の 尊 も蓮 華 部 の シ ンボル で あ る 「蓮 華 」 と

い う語 を 名 称 の 一 部 に 持 つ。 た だ し,TSに は 各 尊 の 固有 名 は 明瞭 には 示 され ず,'マ

ソ トラの名 称 と して断 片 的 に 登場 す るに す ぎな い(§1513-1527)。 一方,ア ー ナ ンダ

ガ ル パ は 各 尊 の 尊 容 を 説 く際 に それ ぞれ の 尊 名 を あげ て い る(TAK17.4.8ff.)。 これ

らの正 確 な サ ソス ク リッ ト名 は 明 らか で は な い が,TSのマント ラ名 に一 致 あ る い は

そ の一 部 に 含 まれ る ものが 多 い 。

　 マ ン ダ ラ全体 の形 は これ ま で の もの と同 様 で あ る。 これ はTSに 「[マンダラ の形

態 は]金 剛 界 の よ うであ る」とあ る こ とに も とつ く。そ の 内部 に蓮 華 をか た ど った 「内

側 のマンダラ 」 を描 く。TSに は 門 に 隅 を 向 け た 第2の 四 角形 を描 くこ とに よ って蓮

309



国立民族学博物館研究報告別冊　　18号

華を表現すると規定される。ペンコル ・チューデでもマンダラ の楼閣に対 して45度の

角度で傾けた四角形がマンダラ の中心に描かれているが,こ れと組み合わされる 「第

1の 四角形」は表現されていない。そのかわ りに四隅には宝珠形のモチーフが描かれ,

これが蓮華の花弁を模 している。さらにその内部に 「8柱を組み合わせて八葉蓮華を

描け」というTSの 指示にしたがい,こ れまでのマンダラでは金剛杵を描いた井桁の

帯に蓮華のデザイン が現れる。

　マンダラ に描かれる尊格については,TSは これまでと同様にマンダラ の中央に「仏

のすがた」を描 くよう述べる。これが毘盧遮那であることはTAKが 明らかにしてい

る。仏のすがたを置くのは花芯,す なわち蓮華の中央である。四波羅蜜については

TSは 「金剛,宝,蓮 華,雑 色の蓮華」を蓮華の中に入れ よと述べる。ここでも四波

羅蜜はシンボルで表現されるが,遍 調伏品にふさわしく,業 金剛女がこれまでの凋摩

杵から雑色蓮華へ とかわる。アーナンダガルバは順に 「金剛杵のついた蓮華,蓮 華の

ついた如意宝,16弁 の金剛蓮華,4弁 の雑色蓮華」 と注釈を くわえる。ペンコル ・チ

ューデの作例 もこれにしたがっている。

　四仏と十六菩薩が位置する四方輪でも蓮華が重要なモチーフとなる。東のマンダラ

(東方輪)をTSは 「遍調伏のマンダラ」と呼び,そ の中心に世自在を置き,「金剛

の慢心などによって,蓮 華のシンボルを持つ仏などの摩詞薩を描け」と述べる。アー

ナンダガルバは東方輪の中尊を 「観 自在」 と呼び,「金剛の慢心」については 「金剛

界大マンダラで述べた金剛薩錘以下[の4尊]を 大印(す なわち尊形)に よって[描

く]」という説明を くわえている。「仏などの」とい う部分については,四 方の尊であ

ることを明らかにし,仏 蓮華,蓮 華鉤,蓮 華愛,蓮 華喜の4尊 であると理解せよと述

べる。また 「蓮華のシンボル を持つ」ことについては 「金剛界に描かれた菩薩の持物

に蓮華が飾 られている」 と説明 している。

　南方輪についてTSは 「中央に如来を,そ の四方には蓮華のシンボルを持つものた

ちをプリクティーなどの方法で描 く」とある。如来はアーナンダガルバ によれば阿弥

陀である。また 「ブリクティーなどの方法」については,蓮 華ブ リクティーとい う尊

が金剛界の虚空蔵菩薩(す なわち金剛宝)に 相当 し,こ の尊が蓮華の鈴を左手に握 り,

右手は蓮華の如意宝を額のところに当てた姿をすることと説明されている。それ以外

の三尊は,そ れぞれ蓮華のついた太陽,輝 き,笑 いを手にするとアーナンダガルバ は

述べる。これは 「蓮華のシンボルのついた」とい うTSの 規定にも対応 している。

　西方輪は 「蓮華に住 して三昧に入った摩詞薩を描き,そ の四方に蓮華を見ることな

どの方法で摩詞薩を置け」とTSに はある。中央の尊の名称についてはアーナンダガ
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ルバも 「摩詞薩」と呼ぶだけで不明である。「三昧に入った」 という規定どおり,禅

定の姿で描 くようアーナンダガルバ は指示する。「蓮華を見ることなどの方法で」に

ついては,第 一の菩薩が金剛法の禅定に入っていることを 「蓮華を見ること」と呼び,

実際は蓮華の花弁を開 く姿で描けという。その他の尊についての言及はとこではなさ

れない。

　北方輪には中央に 「四面の蓮華」を描けとTSは 指示 し,ア ーナンダガルパはこれ

を 「大観自在が四面なのである」と言い換えている。四方の尊については 「金剛の舞

などの方法で」というTSに 対 して,「世尊蓮華舞 自在のような姿を していることを

金剛の舞と呼ぶ」 とアーナンダガルバ は説明する。蓮華舞自在は北方の第1の 菩薩で

ある。シンボルにi蓮華を合わせ持つことはTSで もTAKで も指示 されている。

　アーナンダガルバはTSの 偶頒に対するこれらの語義釈 とは別の箇所で,す べての

尊の特徴をくわ しく述べている4叱 これを見ると,多 くの尊は単に蓮華のシンボル を

持つだけではなく,尊 名に応 じた独特の尊容で描かれたことがわかる。たとえば十六

菩薩の第8番 の十一面観音は,そ の名の通 り,十 一面をそなえ,さ らに十二轄を持つ。

11番は青頸観音で,実 際にはヴィシュヌの姿をするとい う。13番 がi蓮華舞自在である

ことはすでに見たとおりである。5番 のブリクティー9番 のターラーは代表的な観

音の春属で,それぞれ固有の特徴が広 く知られている41)。このほか,10番 の蓮華クマー

ラPadmakumaraは 六面四管をとるが,こ れはクマーラ(カ ールティケーヤ)の 特徴

である。また第1の 仏蓮華は釈迦の姿で描かれるとTAKに 説明されている。

　八供養菩薩のうち,内 の四供養菩薩についてはTSは 「金剛嬉などにしたがって蓮

華嬉などの女尊を」,ま た外の四供養菩薩については 「蓮華香などの4人 の供養の女

尊を」それぞれ描 くとあ り,金 剛界マンダラ の八供養菩薩 と同じように描かれる。門

衛はTSで は 「ガナ」と呼ばれるのみでくわ しい説明は含まれないが,ア ーナソダガ

ルバは四摂であることを示 し,と くにはじあの2尊 には馬頭 と不空絹索という名称も

あげている。

4.3.2遍 調 伏三 昧 耶 マ ンダ ラ(図50)

　ペンコル ・チ ュ ーデ仏 塔 の遍 調 伏 品 三 昧 耶 マ ンダ ラは,向 か って右 側 の約3分 の1

40)TAK　 17.3.6-18.4.6.

41)TAKに よれば ターラーは蓮華の花弁 を開 く姿で表現 される。インド にの こされた ターラー

　 の作例は多 くは右手 で与願印を示 し,左 手に睡蓮を持ち　1森喜子　 19921,こ の記述に合致 し

　 ないが,オ リッサ地方 か ら出土 した観音の脇侍に登場す るターラーは しぽ しば未敷蓮 華の花

　弁を開 くしぐさであ らわ され る。
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が後世の補修を受けているが,中 心部分はオ リジナルの姿をとどめている。

　三昧耶マンダラ 固有の表現方法であるシンボル が,こ こでも仏たちにかわって描か

れている。TSに よれば,マンダラ 全体は 「大マンダラ 」すなわち遍調伏大マンダラ

と同じように線を引 く。そこに置 くシンボル については断片的に述べられている。中

央の毘盧遮那は 「金剛界自在印」で描 く。アーナンダガルバ はこれを 「先端を西に向

けた光輝 く仏塔」 と説明する。マンダラ では上が西であるので,直 立 した仏塔が毘盧

遮那のシゾボルである。四波羅蜜の位置には 「法金剛など」を描けとTSは 指示する。

TAKに よれば,東 から順に微細金剛によって囲まれた金剛蓮華,南 を向いて蓮華の

飾 りのある如意宝,色 は白赤で西を向いた16弁の蓮華,さ まざまな色の4弁 の蓮華で

ある。四方輪の中央に置かれるシンボルについては,TSは 東には 「蓮華に囲まれた

蓮華」,以下右回 りに,「 巻髪(jata)の 中の大 きな蓮華にある仏灌頂」「蓮華の中に

蓮華の印」「火炎に満ちて輝 く蓮華」をあげる。TAKで はより具体的に 「白赤で16弁

の金剛蓮華を別の蓮華が囲む」rl6弁 の金剛蓮華」「16弁の金剛i蓮華」「4弁の雑色蓮

華」と言い換えられている。 これらの周囲の16尊 についてはTSは 「蓮華の印のつい

たシンボル 」を描けと指示するのみで,個 々のシンボルについては言及していない。

TAKに はシンボル名が具体的に示 されているが,多 くの場合,金 剛界品の三昧耶マ

ソダラで用いられた十六大菩薩のシンボルに蓮華の装飾をつけたものとなっている。

ただ し,北 方輪のはじめにあげられる蓮華舞 自在は,そ の名の通 り,「舞の手に握 ら

れた雑色蓮華」がシンボル とな り,金 剛業菩薩のシンボル とは異なる。八供養菩薩や

四摂もTSに は具体的な記述はほとんど見られないが,通 常の供物や鉤などに蓮華の

装飾をつけていることがTAKに よって知られる。

4.3.3　遍調伏法マンダラ(図51,52)

　 これまでの法マンダラと同じように,こ こでもすべての尊格は金剛杵の中に禅定に

入 った状態で描かれている。TSの 記述は簡略で,「智恵の金剛杵の中に如来を描 く。

すべての方角に摩詞薩である種々自在者(viSva-iSvara)な どを禅定のすがたで描 く」

と述べるにとどまる。TAKに は毘盧遮那に関しては,獅 子座の上で五鈷杵の中で金

剛珈跣坐で住 しているように描 き,心 臓の外に米粒大の五鈷杵を保持していると述べ

られているが,こ れは,こ れまでの法マンダラにおける毘盧遮那の尊容ととくにかわ

るところはない。その他の尊については,す べて遍調伏品の大マンダラ で述べた姿で,

蓮華と月輪の座の上に智恵の五鈷杵に住 しているとアーナンダガルバ は説明する。遍

調伏品の大マンダラ では多讐の尊格がいくつか登場 したが,こ こでもその特徴を保っ
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た ま ま,禅 定 に入 った姿 で描 か れ て い る。

4.3.4遍 調伏鵜摩マンダラ(図53,54)

　ペンコル ・チューデ仏塔の遍調伏羯摩マンダラ は後世の描 き直 しであるため,文 献

との不一致が多 く認められる。全体に表現も稚拙で洗練 されていない。マンダラの形

態はTSに 「大マンダラのように」とあるので,こ れまでの3種 のマンダラと同じで

なければならないが,ペ ンコルの作品では中央の八葉蓮華のまわ りに不必要な金剛杵

の輪が描かれている。蓮華をあらわす四角形や四隅の蓮弁はかな り簡略化されている。

　尊格についてTSは 「仏(=毘 盧遮那)の すべての方角に蓮華のシンボル を持つす

べての尊格(sarvah)を 描け」 と述べ る。「すべての尊格」をあらわす語が女性形に

なっているのは,鵜 摩マンダラの諸尊が供養によって象徴される尊格であるためであ

る。ただし,アーナンダガルバ は大マンダラ と同じ姿でこれらの尊格を描 くよう指示

し,実 際には女尊の姿ではなく,大 マンダラと同じ男尊の姿を考えていたらしい。 し

か し,ペ ンコル ・チューデの作品では大マンダラと形態が一致 しない尊が多く含まれ

る。たとえぽ毘盧遮那と四方輪の中央の4尊 はいずれも鳥獣座に乗らなければならな

いが,台 座は描かれていない。また,西 方輪の第1の 菩薩の位置に金剛杵が描かれた

り,東 方輪の第四の菩薩が丁字立ちであらわされている。いずれも復元時の描き誤 り

であろ う。

4.3.5　遍調伏四印マンダラ(図40,45～49)

　これまでの金剛界品や降三世品 と同様に,アーナンダガルバ は5種 の四印マンダラ

を説 く。毘盧遮那四印マンダラ は中央に毘盧遮那,周 囲には四方輪の中央に置かれた

遍調伏尊ら4尊 を描 く。残 りの4種 のマンダラはこれらの4尊 をそれぞれ中心とし,

周囲に菩薩を配する。いずれ も中央の尊は尊形で,周 囲の4尊 は三昧耶形すなわちシ

ソボルで描 く。TSの 本文に記述があるのはこの うち毘盧遮那を中心とする四印マソ

ダラのみである。TSの 記述は簡略で,マ ンダラ全体の形態はやは り大マンダラと同

じで,そ の中央に 「仏のすがた」を,そ の四方には 「金剛の蓮華など」を描け と述べ

るにとどまる。アーナンダガルバ は中央の毘盧遮那については 「蓮華と獅子の座の上

に,金 剛界大マンダラで述べたように」描けと指示する。周囲のシンボル は,東 から

順に 「蓮華と月輪の上に乗 った蓮華のついた五鈷杵」「蓮華のついた如意宝」「16弁の

金剛蓮華」「中央は白く,青,黄,赤,緑 の4弁 をそなえた蓮華」をあげる。その他

の4種 の四印マンダラ でも,中 央に遍調伏尊などの尊形が,そ の周囲には16尊 のシソ
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ボルがそれぞれ描かれる。

　ペ ンコル ・チュ・'一デには5種 すべての四印マンダラが現存し,文 献の記述にもよく

一致するが,西 方輪に相当する蓮華三摩地の四印マンダラ(図46)の みは例外である。

このマンダラは全体の表現形式 も他の作品とは異なることから,描 き直 したものと考

えられる。

4.3.6　 遍 調 伏 一 印 マ ン ダ ラ(図41)

　 一 印マンダラ は 遍 調 伏尊1尊 を 中央 に描 いた マ ンダ ラで あ る。TSに よれ ぽ 「大 マ

ソダ ラに した が っ て」マンダラ を 描 き,そ の 中央 の蓮 華 に 「さ ま ざ まな 姿 を持 つ もの」

(vi≦varapa)を 描 く。 遍 調 伏 尊 は 世 自在 す なわ ち観 自在 菩 薩 と同一 の尊 格 で あ る が,

TSに は 「す べ て の姿 を示 す世 自在 」 とい う フ レー ズが,遍 調 伏 尊 に対 して 用 い られ

る(§1511)。 「さ ま ざ まな姿 を持 つ もの 」 とい うのは この 尊格 の異 称 な の で あ る。

4.4　 一 切義成就 品

4.4.1一 切義成就大マンダラ(図74,75)

　摩尼部に相当する一切義成就品のマンダラは,摩 尼すなわち宝が基調 となる。マソ

ダラのデザインも宝をかたどり,尊 格も多くの場合 「宝」の語を名称に含む。中尊が

毘盧遮那であることはTS全 体を通 じて共通であるが,東 方輪の中央の尊格で虚空蔵

菩薩と同一視される一切義成就(sarvarthasiddhi)が この品の中心的な存在である。

TS本 文にはマンダラに含 まれる尊格の固有名は明瞭には示されていないが,前 の遍

調伏 品と同様,各 尊のマ ン トラを示 した箇所 で断片的に知 ることがで きる(§

1868-1890)。 またTAKに はチベッ ト訳ではあるが各尊の固有名が用いられている

(54.1.6-4.8)。四方輪に対 してはTSは 一切義成就,宝 髪,宝 蓮華,宝 雨 という名称

をあげてお り,四 方輪の中尊の尊名 としても用いられている。また東方輪の中尊のみ

は 「金剛蔵」と呼ぽれているが,こ れは虚空蔵菩薩の灌頂名である。

　マンダラの形態に関 しては 「四角で四門,四 つの トーラナで飾 られ」では じまる,

金剛界品にも見られた定型句で規定される。一切義成就品固有の特徴 としては,内 側

の都城が金剛宝(vajraratna)に 等 しいという表現が現れる。部族のシンボルが反映

されているのである。ペンコル ・チ ューデでは中央の円に黒地に宝を連ねた文様が描

かれ,さ らに四方 と四隅に三弁の独特の意匠が現れる。TSの 記述にしたがった宝の

モチーフである。

　マンダラに描かれる尊格についての具体的な記述は,一 部の尊をのぞいてTSに は
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含まれない。中央のマンダラには 「みずからの印」に囲まれた仏を描 くとあ り,こ れ

は毘盧遮那とその周囲の四波羅蜜を指す。四方輪にはすでに述べた4尊 を描 く。南の

宝髪は手に宝の髪を持ち,同 様に西の宝蓮華は宝の蓮華,北 の宝雨は宝の雨を両手で

降らせるとい うように,各 名称に応 じた姿がTSで 指示されている。その周囲の16尊

は,い ずれも宝をシンボルとして持つ とのみ記される。八供養菩薩 と四摂については

所定の位置に描 くことが述べられているが,や は り尊容に関する記述はない。アーナ

ンダガルバは各尊の尊容をTAKの 中でくわ しく述べているが,十 六大菩薩や八供養

菩薩以下の尊格は,い ずれも金剛界大マンダラ の持物や印に宝を くわえた ものがあげ

られている42もまたTAKに は賢劫尊についての記述が含まれ,ペ ンコル ・チ ューデ

でも賢劫千仏が描かれているが,TS自 体には賢劫尊への言及はない。なお,ペ ソコ

ルの作例は向かって右側の約半分が描き直されてお り,主 要な尊格が現れる中央の部

分も,西 と南の一部を除いてオ リジナルではない。

4.4.2　一切義成就三昧耶マンダラ(図80)

　一切義成就品の三昧耶マンダラは中央の毘盧遮那のみ尊形で,そ の他の尊はすべて

三昧耶形で描かれる。TSは マンダラの中央に 「仏の印」を描けと指示 し,こ れに対

してアーナンダガルバは 「仏の印」とは 「大印」すなわち尊形であると解釈する。そ

の他の尊についてはTSは 四波羅蜜と四方輪の中尊に限 り,具 体的なシンボル 名をあ

げている。それによると,四 波羅蜜のシンボル は摩尼,摩 尼の輪,蓮 華の中の摩尼,

蓮華の摩尼に囲まれた摩尼で,四 方輪の中央には,東 から順に 「大きな宝の摩尼」「二

つの目をともなった摩尼」「摩尼と蓮華を組み合わせたもの」「宝のついた摩尼」を描

く。そ してその周囲には16尊のシンボルとして摩尼の印のついた各自の印を描 くよう

述べる。八供養菩薩以下には言及はない。アーナンダガルバは毘盧遮那から四摂に至

る37尊 のすべてに関してそれぞれシンボルをTAKの 中で列挙する4窺TSに は示され

ないものは,多 くの場合,金 剛界の三昧耶マンダラ のシンボル に摩尼の印を付けたも

の とな って い る。

4.4.3　 -・切 義成 就 法マンダラ(図81,82)

　 一 切 義 成 就 品 の 法 マ ンダ ラも,こ れ まで の3品 の 法 マ ン ダ ラ と同 じよ うに,シ ソボ

ルで 表 現 され る 四波 羅 蜜 を の ぞ き,三 昧 に 入 り,胸 に各 自の シ ンボ ル を置 い た 姿 で描

42)TAK53.4.3-54.4.8.
43)TAK65.1.3-5.1.
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かれている。TSに は 「法マンダラの方法で,胸 にシンボル を描け」とい う記述があ

るのみで,具 体的な説明は与えられていない。アーナンダガルバ も 「毘盧遮那から賢

劫尊に至るまで,五 鈷杵の中に結珈跣坐ですわ り,米 粒大の各自のシンボル を心臓の

外に保つ」と,こ れまでの法マンダラを同じ説明をするにとどまる。

4.4.4一 切義成就羯摩 マンダラ(図83,84)

　マンダラに関するTSの 記述は一切義成就品ではいずれもかな り簡略化 されてい

る。掲摩マンダラでも,大マンダラ のようにマンダラ の線を引いたあとは中央に 「仏

のすがた」を置 き,「摩詞薩に したがって宝の薩錘女を描け」という記述が登場する

にすぎない。アーナンダガルバ は 「摩詞薩にしたがって」 とい う部分に対して 「大マ

ンダラで描いたように描 く」と注釈をくわえる。ペンコル ・チ ューデ仏塔では一切義

成就品の大マンダラ の主要な尊格が描き直されているため比較できないが,逆 に掲摩

マンダラから大マンダラ のオリジナルな形態が予想される。

4.4.5　一切義成就四印マ ンダラ(図69,70,76～79)

　TSに は一切義成就品四印マンダラに関する記述はほとんど含まれない。わずかに

「四印マンダラ の方法でマンダラを考察せよ」 という記述が現れるにすぎない。アー

ナソダガルバは毘盧遮那の四印マンダラ については 「一切義成就大マンダラ で述べた

座,身 色,姿 などをそなえた毘盧遮那と,東 には蓮華と月輪に乗 った金剛宝,南 には

金剛摩尼の芽,西 には摩尼の蓮華,北 には摩尼の雨」を描 くよう説明する。ペンコル

では南以外の方角には宝を先端につけた金剛杵や蓮華,朔 摩杵が描かれている。その

他の4種 の四印マンダラはTSに は言及はないが,ア ーナンダガルバにしたがい,ペ

ソコル ・チューデでは一切義成就尊以下の4尊 の四印マンダラ を大マンダラ の周囲に

配 している。4種 のマンダラはいずれも中央尊は尊形で,そ の他の4尊 はシンボル で

描かれている。アーナンダガルバによれば,こ れらのシンボルは大マンダラで説いた

16尊の持物などに一致することになっている。ただし,ペンコル の一切義成就(図79)

と宝蓮華(図77)の2種 のマンダラ は後世の描き直 しである。

4.4.6　 一 切 義 成就 一 印 マ ンダ ラ(図71,72)

　 TSに よれ ば一 印 マ ンダ ラは 「一 切 成 就 」(sarvasiddhi)のマンダラ で あ る。 東 方 輪

の 一 切義 成 就 のみ を 中央 に描 く。アー ナ ンダ ガル バ は一 切 義 成 就 大マンダラ の よ うに,

この 尊 を蓮 華 と月 輪 の上 に描 け と指 示 す る。 ペ ン コル では 黄 色 い 身 色 で右 手 で与 願 印
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を示す姿で描かれている。周囲の八区画に描かれている独特の文様は,宝 を表現 した

ものである。
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